
  [image: 表紙]


  Page1


  [image: Page1]


  はじめに
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  　私のBlog「ちょい古道具ライフ」を電子書籍化する話を頂いた。時あたかも大学を退官するその年の初めのこと、前年の暮れに退官記念展を開催し一区切りついたと安心していたらこのBigな企画が・・・

  　まさに晴天の霹靂、有り難いと同時に三年半思いつくままに書き記して来た「カメラ馬鹿と我楽多ばなし」をどうまとめるかが大問題。思い起こせば全てが上の写真のNikon Fからはじまった。


  　若い頃（45年前）、どんなにバイトをしても手の届かなかったあこがれのカメラNikon F。あれってひょっとして今なら買えるかも・・と岡山のクラシックカメラ店（フジカメラ）に足を運んだのが６年前。

  　カメラを見に行ったはずが、店に入ると名前も知らない銀塩カメラに一斉に見つめられ一瞬気後れしそうになった。

  　しかし、いずれのカメラもその瞳は魅惑的に輝いており、店主の説明にうなづく内にそれらを近しい物として感じ取っている自分がいた。お目当てのNikon Fを手にし、シャッターを「バシャン！」と落とした時、頭の芯がじ〜んとしびれた。今思えば、それはまさしく「クラカメウイルス感染」の瞬間だった。何の抗体も持たない私の病状は一気に進行し、西ドイツ、旧東ドイツ、アメリカKodak社、さらにはロシアカメラとド壷に嵌まってドッピンシャン・・・私の狭い書斎はみるみるカメラハーレムと化して行った。

  　フィルムに像を定着する。そのシンプルな目的のために国と時代を越えてそれぞれが工夫を凝らしオリジナルを競っている。物まねもあるが、その完璧でない間の抜けようが実に愛嬌があり憎めない。

  　こうして先人の仕事の確かさを再認識すると、カメラに留まらずあれもこれもが気になり出した。目先の新規性ではなく、素材・技術・工夫が正直に語りかけて来る古き良き時代の道具類にあらためて心躍らせれ、気がつけば今度は我楽多骨董市巡りの日々。

  　赤穂大石神社を皮切りに倉敷・福山・尾道、足を伸ばして京都の東寺にまでも出向いた。予期せぬものに出会い、自分流の使用目的を発見し、少し手を入れて日常の道具に蘇らせる面白さに嵌まった。

  　こうした買い物は一期一会の一発勝負。予約や注文などといったセコイ手段は使えない。たとえ1億積んでも買えないものは買えない。そこが愉快だ・・・お金を出せば確実に手に入るなんて、当たり前過ぎて詰まらないことではないだろうか？


  Blog「ちょい古道具ライフ」

  大河内信雄（nobrin-7）
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  ちょい古万年筆


  セルロイド＆エボナイト万年筆＆改造


  高級万年筆はパソコン時代でも人気があり、店頭には外国製品がきらびやかに列んでいる。

  でも、お金さえ出せば買える万年筆には興味がない。

  持っている喜び、使う楽しさが半減する。


  モノとの出会いが欲しい。

  店に行けば買えるなんて・・・ちっともワクワクしない。

  林の中で、キノコを見つけるように。

  「ウッヒョー 見つけたゾォ〜」

  このプロセスが欲しい。


  でも、我楽多骨董市では多くの人は万年筆には見向きもしない。

  何故？　

  奇麗じゃない！ もっと言えば、汚い！

  使える気がしない。骨董的価値もない。


  ちょっと待て・・・！
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  これらは全て我楽多骨董市で出会ったものです。

  元はと言えば、本体はくすみ、金具は錆や緑青を吹き、見る影もない状態だったのです。

  セルロイドの練り込み模様が面白い、アサリ貝の模様のようにそれぞれ似ているが同じ物は出来ない製法だ。選ぶ時はどれにするか迷う。


  金属部分の錆を落とし、コンパウンド（超微粒の練り状のミガキ粉）で本体を磨く。

  フェルトで磨く。

  そこからが本番。

  「手」で磨く。


  「手」こそ最高の超微粒ヤスリ。

  手のひらは、倍率の高い虫眼鏡で見るとトクサ（研草）のような表面だ。

  長年使っている「取手」などがツルツルになる・・・あれです。

  毎日持ち歩く。

  会議の時など「手」は空いているので都合がいい。

  ペンを回さずペンを磨け。眠気も来ない。

  手塩にかけるとはこのことか？

  結果、ご覧の様な美男美女に！

  紅一点は友人に頂いたもの、情報発信しているとモノが寄って来ます。

  ありがとうございました。


  これだけでは使えない。ただ奇麗になっただけだ。


  ほとんどのものは、インクを吸い上げるゴムが劣化して使えない。

  あるいは、ポンプ式ならポンプが固まっている。

  要するに、インクが入らない。


  万年筆を出来る限り分解して、全てをぬるま湯につけて放置する。（半日が理想）

  適当な時に水を切り、状態を確認しゴムを取り除いたり、ポンプの吸い上げをためしたりやってみる。

  ダメなものは胴を開けてスポイトでインクを注入する手もある。


  ポンプ式でピストンのパッキングが劣化しているものはインクを吸い込まない。

  その場合は、首の部分のネジを緩めて二つにしてから、最後部のネジを緩めてポンプを引き出す。

  後ろから1cmくらい残してポンプの棒を切断する。

  胴体の方に残った棒は押し込んで反対側から引き出し、取り去ってしまう。

  切断された最後部に接着剤をしっかりつけて、1cmの棒を押し込んで接着してしまう。

  出来上がった筒にスポイトでインクを注入して、しかっりネジ止めする。


  その時は異常がなくても、ネジ部分からインク漏れが起きる可能性があるので注意が必要。

  その場合はネジ込み部分に水道工事で使うシーリングをするのも手だ。


  ここまで上手く行っても、問題はまだある。

  ペン先だ。

  ガリガリと書きにくい・・・当時の技術レベルがそのまま封印されているのだから。


  それに、ペン先の付け根からインクが漏れ出すものもある。

  私は、そうしたものは軸ごと抜き取ってしまい、ボールペンに改造する。

  手帳用のボールペンとか手持ちのものを色々分解して強引に組み合わせて何とかする。

  この工夫のプロセスは汗と涙とアイデアとひらめきが入り交じる。


  ペン先はモノに依っては、現在のパイロットとかがうまく差し込めるものがある。

  そうなると、書き味抜群のクラシック万年筆が誕生するのだ。
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  下から

  ★ペン先をパイロット（セーラーでもいいのですヨ）に変更したもの

  ★本来のもの（ちょっと書きにくい）

  ★ボールペンに改造したもの
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  合わせるボールペンにより、思わぬスタイルになることがある。

  ペン軸の径が合うのかって？

  偶然合うのもあるかも知れないが、当然どちらかを削ります。

  何事もモチベーションと最後は「執念！」いや・・・「根性」か？


  内ポケットから古い万年筆を取り出し、ネジ式キャップをはずして何喰わぬ顔でサラサラとボールペン・・・「ちょっとそれ、見せてもらえます〜 しぶいですネェー」

  こんな会話が・・・・


  [image: 万年筆5]


  中の状態です。

  ボールペンの良いところは、芯を適当な長さで切れることです。

  写真のものが、どちらもペン芯が短いのは万年筆の中にポンプを残しているからです。ポンプを切断すればもっと長くできる。

  ペン芯は書くときに動かぬようしっかりと固定しなくてはいけない。

  それでいて、差し替えが出来なくてはいけない。

  ま、色々ありますが・・・

  こんな風にして我楽多が生き返り、かつ、ちょっと自慢の万年筆＆ボールペンとして私の暮らしで活躍しています。


  そう、これらは売ってないのです。デパートにも、丸善にも、イトー屋にも。

  元はといえば、我楽多市では500円〜2000円くらいなものですが・・・

  モノとの出会いがあり、ご覧の修復、改造にたいするモチベーション次第

  お金で買えないグッズです。


  ちょい古万年筆


  アメリカ製14K万年筆を600円でGet＆改造
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  　この手のものは骨董市では1,500円〜2,000円が相場だが600円でGetした。キャップヘッドの脇に小さく「SAGER INK MAKER」PAT'D U.S.A.と刻まれている。

  　インク注入のピストンが作動しないのでペン軸を抜いてスポイドで注入し、試し書きをしたが14金の割には相当書きにくい。以前に他の万年筆を分解した時のペン先があったので取り替えたら少しは使える感じになった。しかしながら、インクがうまく止まらずキャップの中を汚している。これでは持ち歩けない。こうした万年筆は躊躇なくボールペンに改造して使う。

  勿論ボールペン1本は素材用に潰されるが、それよりも丁度良いものが見つかるかが問題だ。大抵は帯に短したすきに長しで、事は簡単ではない。あるレベルで妥協して何とか知恵を働かせてつじつまを合わせる。

  　こう書くと何だか大儀そうに思えるが、このプロセスこそが「ちょい古道具ライフ」の真骨頂。600円の万年筆をGetした時点から、イメージはここにあった。必ず使えるものにしてやる！ちょっと自慢の道具に仕立ててやる！


  ★お相手探し
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  　目を付けたのが手帳用のミニボールペン、私はある意味ボールペンフェチで必要以上にボールペンが手許にあるのだ。（ボールペンだけではないな・・！）

  　ちょっと壊すには忍びないが、ショップに行けば売っているものだ。ショップに行っても売ってないものをこれから作るんだから、我慢してもらおう。


  ★分解用ペンチの準備
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  　これはラジオペンチだが普通のペンチでもヤットコでも強くつかめるものなら何でも良い。ただしこの写真のように、モノに当たる箇所をビニールテープでグルグル巻きにしておく。これは万年筆やボールペンの部品に傷をつけない為だ。やはり仕上がりが見苦しいのは道具として失格。何しろ自慢の一品を作るのですから。
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  　古い万年筆は分解したらぬるま湯に浸けて2時間くらい（理想は湯を換えながら一昼夜）放置した後に、良く洗浄する。

  実際に使用するのは写真右の部品となる。残りの部品も捨てずに取っておく。次なる組み立て等で何が役に立つか判らないから。私の小引き出しは、こんな部品で満杯だ。


  ★先端の検証
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  　先端部分の接合の検証だが、製造の時代と国が違うのだから、間違ってもこれらのネジ山がドンピシャ合うことはない。今回はボールペンの先端のほうが僅かに細い。太くて入らない時はヤスリで削る。削るとネジ山はなくなるが、少しずつ削るので結構キチキチに作れるものだ。削りすぎれば接着剤で固定すれば良い。

  　さて、今回のように細い場合だが、水道管の工事に使うシーリングテープを巻いてねじ込む手がある。
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  　持っているはずのシーリングテープが見つからなかったので、普通のビニールテープで行なった。シーリングテープの方が薄くてネジ山を残してくれるが、今回は液体を遮断する訳ではないので、ビニールテープでOKだ。実際にはネジを一週する程度しか巻かなかった。


  ★先端をセットする
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  　ビニールテープで養生をしたペンチでしっかりとねじ込む。しかしながら、ここは要注意。今回のものは、金属の輪が補強にはめてあるから良いが、何しろ万年筆の本体は経年劣化も起きているエボナイトやセルロイド。そこへ無理矢理規格外のものをネジ込むのだから、手の感覚を敏感にしてダメ出しを感じたら躊躇なく撤退。シーリングのビニールテープの巻きを減らしてやり直し。強引にネジ込むと本体が壊れる。こう言うところが勘所だ。


  ★ボールペン芯のストッパー位置
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  　写真右のボールペン芯にあるスプリングのストッパーの位置（軸から少し飛び出している部分）を万年筆に合うように変更しなくてはならない。今あるものの位置の変更は難しいので、新たにストッパーのない芯（写真左）を用意して必要な箇所にストッパーを付ける。ノック式のボールペン芯はストッパー付き。キャップ式のボールペン芯はストレートでストッパーなしだ。

  　おおよそだが、写真左の芯の白線あたりにストッパーをつける作業を行なう。
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  ストレートのボールペン芯、エナメル線、瞬間接着剤、他に線を切断したりネジ付ける工具。
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  エナメル線をスプリングが止まる程度に重ね巻きにする。しっかりネジ止めて余分を切断して先端を曲げ寝かせる。
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  　ここの作業が一番のポイントとなる。結んだエナメル線は強引に引けば位置をずらせる状態にある。

  では手順だ。

  1.ペン芯を思ったより長目で一先ず切断。

  2.一度全てをセットしてみる。（どの位長いか目安をつける。）

  3.目安を基に少しずつカットしては、セットしてみる。

  4.3を繰り返しながらBESTのストッパー位置とペン芯の長さを決定する。


  ★ストッパーを固定する
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  ストッパーを瞬間接着剤で固定してスプリングをはめる。


  ★何故スプリングが必要なのか？


  　この改造ボールペンはキャップ式なのに何故本来ノック式にのみ必要なスプリングを使用するのか？

  　先端金具がノック式のためスプリングで反対方向にペン芯を押し上げてないと、書こうとしてペンを下向けるとペン芯の金属部分全体がスベリ落ちて来るからです。

  　それでは、普通のキャップ式は何故飛び出さないか？インクが入っているプラスチック部分と金属のペン芯との段差で止まるよう設計されていて、ペン先がちょうど良い加減でのぞくようになっています。ノック式は芯を出し入れしなくてはならないので、金属部分が自由に出入りできるよう設計されています。


  　さて、スプリングで後ろに押しやるとへこんでしまう訳ですが、丁度良い所で止まるようにバックキャップをセットするのです。その作業が先に出て来たペン芯の小刻みカットです。小刻みカットでその位置をさぐるのです。


  　何故こんなことに詳しいのか？詳しくなりたいなど思ってもいないのですが、改造をしようとすると次々に問題が発生して、なんでだ？なんでだ？とブツブツ言いながらやってる内に、あ〜なるほど良く考えてあるワ・・・と言う具合です。カメラの機構などさらにさらに感心の連続で、しばし手を休めて「う〜ん、スゴイ！こんなことどうやって考えつくのか？」なんて思わず独り言が出てしまいます。


  ★ボールペンの完成
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  　胴体＆バックキャップをはめれば完成。ペン芯の露出が多過ぎても少な過ぎても、道具としてのバランスが悪くなる。これにて、世界に一つしかないボールペンの完成だ。


  ★改造万年筆のBESTラインナップ
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  　胴体＆バックキャップをはめれば完成。ペン芯の露出が多過ぎても少な過ぎても、道具としてのバランスが悪くなる。これにて、世界に一つしかないボールペンの完成だ。
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  　一番左のものは学生時代に上野のアメ横で買った「シェーファー」。後は倉から出て来たもの、我楽多市でかったもの、友人から譲り受けたもの等です。内3本（今回ので4本目）はボールペンに改造、他はあの手この手で何とか使える状態にしてあります。


  ちょい古万年筆


  ウッヒョ〜 My Blog が雑誌に掲載
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  　このBlog「ちょい古道具ライフ」のカテゴリー＜万年筆改造実録＞が東京の（株）枻出版社発行の「趣味の文具箱」に掲載されました。


  「趣味の文具箱」Vol.10

  発行・（株）枻出版社

  2008年3月21日発売

  定価：1.500円

  ＜掲載ページ・P78＞


  Blogのコメント欄に掲載打診の文章が・・・


  　私のBlogは公開ブログですので、さらに多くの人の目にふれる出版社からのオファー！こんな嬉しいことはありません。インターネットとはまた違うメディアでの発信が期せずして行われるのですから・・
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  　それにしても、見てる方は見てると言うか・・・インターネットの意味（価値）を初めて実感させられました。今までは「便利」という言葉でしか評価していなかったように思う。

  　同じ文字メディアですが、雑誌と言うのは新聞とは全く違う受け手が居て、いわゆる確信犯とでも言うか、読み手のモチベーションが違う。新聞は次の日には「新聞紙」となって焼き芋を包んだりされる運命ですが、本や雑誌は人に依ったら一生残ります。新聞も切り抜いて「記事」となるとまた違った運命をたどることがありますが。


  　この話があって前号を見て些かひるんだ。掲載されている万年筆が高級ブランド品と特注品ばかり、しかもそれらが物撮りのプロカメラマンにより、めくるめく美しさでページを飾っているではないか。

  　本当に私の蔵出し品や我楽多骨董市での万年筆が登場して良いのか？と考えてしまったが、私のは、欲しいと思っても購入不可能なこの世に一つしかない万年筆なんだ！と自分に言い聞かせて心を落ち着かせたものです。


  


  木で作られた生き物たち


  赤い実と小鳥
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  10cmたらずの小さな小鳥、買った時期はまちまちだ。自分が酉年のせいか気がつくと鳥グッズが増えていた。


  木で作られた生き物たち


  籠の鳥
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  　籠は古いものではない。手持ちの鳥の置物と相性が良かったので入れてみた。えさ箱に入っている赤い実は、南の島に旅行に行った方からのお土産。なかなか存在感があって、良いインテリアオーナメントになりました。


  木で作られた生き物たち


  黒檀で出来た生き物たち


  ★蜘蛛と亀とワニ
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  　ワニはペーパーナイフの機能を持つ。ワニと亀はアフリカのもの。

  蜘蛛は転がすと如何にも蜘蛛の動きをする。


  ★島添昭義氏の作品
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  　変わった動きをする小さなおもちゃ、しかしいずれも素材は黒檀と凝っている。

  　氏は色々と意表をつくユーモア溢れる作品を数多く発表し、随分以前には「パカパカ」とか「こちょこちょ」という作品で文芸春秋の漫画大賞を獲得された。（本来は漫画家に与えられる賞なのだが・・・）


  ★黒檀の箸置き


  [image: 黒檀の箸置き]


  　エスニックの小物を売っている店で買ったが、箸置きとしては使わず透明なカセットテープの蓋を取り外し、魚を並べて貼付けると小さなかざりものに変身した。これも素材は黒檀。


  


  木で作られた生き物たち


  白木の生き物


  [image: 小鳩]


  北海道・太田久幸氏の「鳩の置物」

  サイズは9cm立方ほど。頭をチョンと押すとしばらくの間、コックリ・コックリと首を振ります。


  [image: キタキツネとサメ]


  東京の武山忠道氏の「キタキツネ」の置物、ソフトで愛らしいフォルムの生き物を木で創られています。手前は別の方の作「サメの栓抜き」歯のところの金属がキラリと光り、いかにもサメの雰囲気だ。


  


  木で作られた生き物たち


  素朴な木のパズル


  [image: おもちゃパズル1]


  　昔から北国に伝わる「おもちゃパズル」

  クヌギの木をナタで割り、そのまま元通りにまとめてある。

  　これをバラして元の木にする遊び、ナタで割ってあるため順序を誤るとキチンと一本のクヌギには戻らない。上部が複雑に削り込んであるのは意味がある。


  


  [image: おもちゃパズル2]


  　なんと、一つ一つがキツネになっている。木片に簡単なキザミを入れることで、あっと驚く演出が・・・

  　円陣の真ん中に何かを入れると、物語がはじまる。


  


  [image: おもちゃパズル3]


  　小さなローソクを入れると、キツネの影が放射状に揺れて何とも幻想的かつ何か呪術的雰囲気も出て、パズルだけでなく色々楽しめます。

  昔の人の発想には、いつも「してやられたり！」です。


  


  木で作られた生き物たち


  小黒三郎氏の組み木のパズル


  [image: 組み木のパズル1]


  　ずいぶん昔、彼とは2人展をしたことがあり、その時驚くべきことに遭遇した。

  　立方体になるこの動物組み木パズルがテーブルに置かれ誰でも挑戦OKだった。ギャラリー喫茶だったので多くのお客さんがパズルに挑戦したが、思ったより正解には時間が掛かる。出来ずにあきらめる人もいた。

  　その時、あるお客さんが別の方の手を引いてギャラリーの方へやって来られた。

  「○○さん、これやってごらんよ！」

  なんと、その方は全盲だと言う。最初は両手でじっくり触っておられた。

  3〜4個を組み立ててはくずし、組み立ててはくずし・・・

  しばらくすると立方体らしくなっていたが、まだ幾つかが転がっていた。

  　さらに見ていると、あと残り2つまで来た。2つ残したまま「はい、出来ましたよ〜」と言って、カチャカチャと完成させた。彼は残りの立体としかるべき空間を把握しきっているのか、二つ手前で勝利を確信。出来ずにあきらめて帰る人もいたのにスゴイ！と思った。

  健常者は見えている形に惑わされるのかも知れない。能力（集中力？）の差をまざまざと見せつけられ、恐れ入った。


  


  [image: 組み木のパズル2]


  　この組み木の作者小黒氏はその昔、養護学校の美術の教師だったと聞く。

  　目の見えない生徒にどんな授業をしたら良いのか悩んだ挙げ句、「おもちゃパズル」とでも言う教材を自ら開発して生徒に触らせていたとのこと。名付けて「触擦玩具」。

  このギャラリーでの一件は、彼のそうした作品創りのルーツを彷彿とさせるものだった。


  


  木で作られた生き物たち


  デンマーク製のカバの置物


  [image: カバの置物1]


  　北欧暮らしの経験のある先輩の家に泊めてもらった時に、あちらで買ったというこのカバに出会った。

  　素晴らしいリアリティー。工芸家がネチネチと彫り込んだものとは違う、アッケラカンとした美しさがある。良く観察すると、木工機械で全て工作出来るよう考えてある。しかし、その制約はかえってカバの特徴を捉えるのに有効だったようだ。

  　私は四国の高松のインテリアショップで、ディスプレイ用に家具の上にこれが置かれているのを発見し、だだっ子みたいに粘って売ってもらった。


  　どうですか、このフォルム。全長27cm本物のカバのように口が大きく開きます。彫刻刀などで無理やり造形を起こしたものではない。

  糸鋸、ボール盤、バンドソーなどで手際よくこなされている。

  耳の形や角度、下アゴ、尻尾の具合、顔周り、どれを取ってもカバそのものだ。


  


  [image: カバの置物2]


  　こんな使い方があります。お母さんから子供たちに「冷蔵庫にプリンが冷えています！」なんてメモが挟んであったりして・・・


  


  木で作られた生き物たち


  ロバとスイカ


  [image: ロバとスイカ]


  　これもエスニック系ショップで買った。非常に雑な仕事だが、そのいい加減さにホッとさせられるところがある。スイカは割れが入ったが、ここにダイレクトメールなど挟むと面白いのだ。


  木で作られた生き物たち


  鯉のぼり


  [image: 鯉のぼり]


  　今を去ること40年以上前に東京「銀座松屋」のクラフトコーナーで買った。第一次北欧ブームの中、「木工芸」が「木のクラフト」と言う感覚で捉え直され、新しい感覚の工芸品が出始めた。

  北欧の真似をするのではなく「鯉のぼり」という日本特有のものを題材にインテリアオーナメントに仕立て上げているのに痛く感じ入った。白木の部分はくすみ、朱色も褪せたが捨て難いものがある。（鯉も風車も自由に動かせる。）


  木で作られた生き物たち


  縞ヘビ


  [image: 縞ヘビ]


  長さも90cmあり、僅かに首をもたげている所などリアリティー満点。

  ウロコの様子とか全体のくねったフォルムなど余りにも完璧なので、つい買ってしまった。

  これで、赤い舌が出てたらさすがにちょと考えたかも・・・

  ヘビは縁起物だし、なかなかインパクトのあるデザインだ。

  悪趣味ギリギリかちょっと超えてるかも・・・私のコレクションの問題児。


  ルーツを探る


  グリコの空き缶


  [image: グリコの空き缶1]


  　骨董市とかで購入したものではなく自宅の蔵出しです。サイズは縦14cm横10cm奥行き4cmと少し大きめ。道頓堀のグリコの看板で有名な・・と言うより団塊の世代には脳裏に焼き付いた商標だろう。


  　なぜこれを取り上げたかと言うと、子供の頃から「このオジサンっぽい人は誰なんだ？」の50年来の疑問が解けたからです。その答えは車を運転中に突然ラジオから流れて来ました。


  この商標のモデルは「金栗四三さん」です。

  日本のマラソンの父と呼ばれる方で今もご健在。ラジオはこの金栗選手にまつわる心温まる国際的な「深イイ話」を聞かせてくれました。


  「深イイ話」


  [image: グリコの空き缶1]


  　第五回オリンピックはフィンランドのヘルシンキで開催されました。金栗選手は船で３週間もかけて現地入りしたため旅の疲れが取れないままにレースに臨み、結果35km地点でリタイヤしてしまいゴールを踏むことが出来ませんでした。

  　金栗選手はその後は輝かしい成績を残し、日本におけるマラソンの父とまで言われるに至りました。しかし、ヘルシンキでゴールを踏めなかったことはどうにも心残りだったと言う。


  　それから56年の歳月が流れたある日、フィンランド大使館から「フィンランドの体育の祭典がヘルシンキの国立競技場で行われるが是非出席して欲しい。」との招待を受けた。

  　事情のわからぬままにヘルシンキの国立競技場に入った。なんとトラックにはゴールのテープが張られていた。言われるままに数十メートル手前から走りはじめた金栗さんはあのグリコの看板スタイルでゴールのテープを切った。

  　場内に大きな拍手と歓声がわき起こり、ゴールした金栗選手にインタビューのマイクが向けられた。「今、ゴールされたお気持ちは？」

  　すると金栗選手からほのぼのとした答えが帰って来た。「なにしろ長い長いレースでしたので、その間に孫が６人も出来てしまいました。」（場内大笑い）

  日本人も国際舞台でこんなウィットが言える・・・ラジオを聴きながら嬉しくなった。


  　それにしてもフィンランド政府の素敵な計らい・・・場内の温かい笑いは金栗さんのコメントに対してだけでなく、政府のこの計らいに対しての拍手と笑顔だったのだろう。日本の国に出来るだろうか？


  　以前に、北京オリンピックの開会式セレモニーを見た。自国の歴史の重さと優位性の主張、人間をデジタル回路のようにあやつる統制力、競技場が燃え尽きるかのような膨大な花火、そして宙吊り点火。感動というよりビックリ箱に転げ落ちたようだった。でも、それらはあの花火のように消えてしまうはかない感動のように思える。


  その後、北京オリンピックの開会式の花火放映の一部はCGによるものと判明。バカなことを・・・としか言いようがない。なんだか中国選手のアクロバットな体操競技までCGに思えて来た。


  缶に書かれた様々な宣伝コピー等


  [image: 缶に書かれた様々な宣伝コピー等]


  　このグリコの缶には全ての面に宣伝コピーが入っている。それぞれが時代を現していて大変面白い。旧かな使いでカタカナ混じりなので少し判り易く書き換えて表記してみた。


  表　：　美味栄養菓子

  　　　　一粒三百メートル

  

  裏　：　グリコは一番良いお菓子だと商工大臣からお褒めに預かりました。

  　　　　（優勝カップの絵）

  　　　　子供の発育を盛んにし大人の元気を増進する菓子

  　　　　学者の説から割り出した各栄養素1グラムから出す力の比較

  　　　　（図：鶏卵・鶏肉・牛肉・魚・牛乳と比較、グリコが他の３倍）

  　　　　グリコには元気の素となるグリコーゲン・ビタミン・脳を良くするレシチン、骨・歯の養いとなるリン酸カルシウムを含んでいます。

  　　　　東京・大阪・グリコ株式会社

  

  右側面：おいしいグリコ一粒は

  　　　　運動・行軍の時・・・元気を増し

  　　　　勉強・仕事の時・・・疲れを直し

  　　　　遠足・会合の時・・・気分を壮快

  

  左側面：ホントニオイシイ

  蓋　：　グリコ

  底　：　日本一のグリコ


  これだけの説明・コピー・ロゴ・商標が所狭しと印されている。「グリコ」のコの字の角が少し齧られているロゴなのも初めて気がついた。


  ルーツを探る


  三ツ矢サイダーのルーツ


  [image: 三ツ矢サイダー1]


  　今日は日曜日、土日月の三連休の真ん中。商店街にあるクラシックカメラ店に立寄り情報交換、と言っても私は一方的に情報をいただくばかりですが・・・

  　そのあと、たまにしか行かない商店街の奥へと足を進めた。するとコスプレ店のような奇妙なショップに出くわす。店先に派手な衣装類が移動ハンガーに掛けられ並んでいる。それらの隙間から店内を覗くと、染め付けの器とか雑多な古道具がひしめき合って並んでいた。写真はその店を小1時間物色しての成果物です。


  [image: 三ツ矢サイダー2]


  　これを買ったのには訳がある。一つには、正月に尾道骨董市に言った時、「チャイサロン・ドラゴン」というCaffeでチャイダーなるものの話から三ツ矢サイダーの話題が出たから、それと、以前にどこかの骨董市で「三ツ矢平野水」と名前の入った栓抜きを買って持っていたからだ。この瓶は、よく見ると「三ツ矢シャンペンサイダー」となっている。これはひょっとして古いものではなく、比較的最近に復刻して、さらに今風にアレンジしたものかも知れない。そこで、念のためネットで調べてみた。以下の通りだ。


  1881年：　イギリスの化学者、ウィリアム・ガウランドによる天然鉱泉水の発見。

  1884年：　兵庫県多田村平野から湧き出た炭酸水を「三ツ矢平野水」名で売り出す。

  1907年：　「三ツ矢シャンペンサイダー」発売。（この頃は合成甘味料を使用）

  1954年：　全糖に切り替える。

  1968年：　「三ツ矢サイダー」に名称変更。


  ★「三ツ矢平野水」の銘の入った栓抜き


  [image: 栓抜きとコルク抜き]


  　この栓抜きとコルク抜きは何処で買ったのか思い出せないが、コルク抜きのフォルムと鉄の色合いが気に入って買ったのを覚えている。栓抜きとコルク抜きは細い革ヒモで繋がれていた。

  　さて、その片割れの栓抜きだが、握り手に細かい文字が見える。


  


  [image: 栓抜きとコルク抜き]


  　大変粗雑な造りだが、「三ツ矢印平野水」とある。今回その意味が判明したが、それまでは、三ツ矢サイダーの創始者が平野さんと言う方だったのか？と勝手に想像していた。これが地名であることが判り疑問が解けてスッキリ・・・サイダーでも飲みたい気分だ。


  　裏面にはローマ字で「MITUYA HIRANO」としるされている。コルク抜きとは関係なく、所有者が別物を繋いだだけだろう。この鋳物のバリだらけの状態を詮索するに、景品か何かだったのでは・・・


  さらなる因縁が・・


  　サイダー瓶のレッテルを丹念に読んでみると、製造は朝日麦酒株式会社（アサヒビールの傘下だったんだ。）そして、製造工場が西宮工場となっている。

  　西宮は私の生まれ故郷だ。さらに住所が西宮市津門大塚町、私の生まれたのは津門西口町・・・そう言えばアサヒビールの工場が国鉄の駅の東にあった。あそこだ！ビールだけでなくサイダーも造っていたとは・・・それに、よく考えてみると兵庫県宝塚市の北にある有馬温泉に「炭酸センベイ」がある。多田村平野も兵庫県・・・全てにつじつまが遭って来た。

  　それではと、Google map を覗いてみると、平野は現在の兵庫県川西市の北で、その平野町には「協立温泉病院」なるものが建っている。いかにも炭酸水がでそうではないか。それにしても、こいつは124年前の栓抜きだぞ！


  ルーツを探る


  アメリカ海軍バッジ「白頭の鷲」


  [image: アメリカ海軍バッジ]


  　直径2.5cmのバッジ、たしか京都東寺の骨董市で買った。デザインの下部に「碇」が印されているので海軍のものであろう。琺瑯の艶と色が魅力的だったので数ある中からこれを選んだ。


  ラジオから流れた興味ある話


  　通勤の往き帰りにカーラジオを付けっ放していると興味深い情報にたびたび出くわす。ラジオは映像がないので、リスナーの意識を惹きつけるための努力を怠らない。ために、けっこう興味深い話題やピュアーな情報を提供してくれる。そして映像がない分、イメージを自分で構築するためか記憶にとどめ易い。逆にテレビは映像が消えた瞬間に忘れる。


  　さらには、ラジオはコマーシャルも言葉だけでの勝負なので、これまた面白いものがある。それはまたの機会に紹介したい。


  　さて、以前にカテゴリー『バッジ＆ピンズ』に登場したアメリカ海軍のバッジだが、このバッジに付いている「白頭の鷲」について非常に興味深い話をラジオで聞いた。その日の話題提供者は東京大学名誉教授・月尾嘉男氏。聞き手は森本芳郎アナウンサー「日本全国8時です。」（全国ネット）という番組で月尾さんはアメリカ出張中で国際電話中継だった。

  　ニューヨークの北400kmあたりにネイティブアメリカンの連邦区があるらしいが、現在6部族が連邦を形成して暮らしている。その名も「色恋」いや「イロコイ連邦」名前からして愉快ではないか・・・


  　この『連邦』というのがどうも信じ難いのだが、アメリカの中で独立国家に等しいような特別扱いを受けている。何と独自のパスポートを発行している。さらには、外からの亡命者を「イロコイ連邦」」が受け入れた場合、FBIも手が出せないらしい。（主権の侵害？）

  　イロコイ連邦はその昔5つの先住民部族が群雄割拠の歪み合い状態だった。一人の青年が平和運動を展開、各部族を回りなんと「毛利本居の三本の矢」ならぬ「5本の矢」の話をしたとか。少しずつ平和の意識が芽生えた。そして、ついに部族の人達は力を合わせて暮らす道を選んだ。人々は立派な五葉松（ホワイトパイン）の根本に大きな穴を掘り全ての武器を埋め捨てた。

  　その時、どこからともなく一羽の白頭鷲が飛んで来て松の木のてっぺんに止まったのだという。


  　その情景がこのアメリカ国家の星条旗と並ぶシンボルマークとなっていると言うのだ。それにしても何故アメリカ国家がこのデザインを採用したのか？

  　当時のルーズベルト大統領がこのイロコイ連邦の精神を高く評価し、アメリカ憲法の制定の参考にしたという。イロコイ連邦には後になってもう1部族加盟し現在6部族の連邦となっているとのこと。


  　写真のバッジのデザインは海軍用のものだが、本来の正式なシンボルデザインは白頭鷲の片足には13本の矢（当初の13州の意味）と、もう片方には13枚の葉を付けたオリーブの枝が握られているとの説明があった。13州が結束して平和で豊かな暮らしを・・・と言うわけだろう。


  　通勤の道すがらに自分の持っているバッジのデザインの意味を突然知らされ、思いがけない発見にラッキーな気分になった。

  　この話にしても、テレビだとずっと月尾さんの顔を写しているか白頭鷲のシンボルデザジンを写しているかしかない。後の話は頭で想像するしかない話ばかりだからどうやって15分の画像を埋めるのか・・・たぶん、こんな企画はテレビではボツになるでしょう。ラジオはしゃべくりだけでOK。画像はリスナーの頭の中にあるのですから・・これがラジオの特典でしょう。


  月尾さんは一気にしゃべっていた。

  森本アナ：「ほ〜、イロコイですか？色恋ざたなんて言葉もありますが・・」

  月尾さん：「は〜は〜、皆さんお得意の・・・」

  森本アナ：「・・・・・（言わなきゃ良かった）」


  なんて、生ラジオは楽しいのだホント


  森本アナ：「先生！すみません。時間なんです。帰られたらまた続きを・・・」

  ここでTOYOTAのコマーシャルが入って終わった。


  


  ちょい古小物


  我楽多骨董市で買った「オペラグラス」


  
    [image: オペラグラス1]


    [image: オペラグラス2]

  


  　横幅が9cmしかないのと、倍率の程度から双眼鏡というより「オペラグラス」が当たっていると思う。

  　当初はレンズまわりの金属にぶつけ傷があり変形していた。また、ボデーの革の一部がめくれていて、些かみすぼらしかった。我楽多屋の店主に「レンズまわりの歪みは、金属だから叩けば直りますよネ・・・」と聞いたら、「お客さん下手なことしない方がいいよ・・・余計にヒドイことになるのが落ちだから。」そうかなア〜と思いながらも、色々修復後のイメージが成立したので買った。

  　忠告に歯向かって、慎重にそれなりの道具を使って金属のゆがみを直した。とは言っても、店主の言葉も気になって、深追いはさけた。レンズが曇っていて誠にうっとおしい。前後の表面を拭いたが、どうやらレンズの内側にカビが・・・ならば、と躊躇なく分解。結構単純な仕組みできれいさっぱり、実にクリアーに掃除が完了。

  胴部分の革のめくれも直し、きれいに磨いた。金属部の黒の塗装の剥がれは使い込みの美しさなので良しとした。


  


  [image: アルミケース]


  ここで素敵な偶然が・・・


  　このアルミのケースは女房が以前に我楽多市で購入していたもので、「昔のひげ剃りセット」が入っていたケースだ。私は妙に気に入って女房から又買い（くれないのだ！）した。もしや・・のインスピレーションが働いたのだ。

  予想通り、オペラグラスがドンピシャ！でした。ケースフェチの私はこんな時、妙に嬉しくなってしまう。

  　倍率が適当なのと小振りなので、ギターの演奏会などで手元を覗いたり、パワーポイントでの発表会等で小さな文字を見たり・・・と使い道は現代でも結構あるものです。そんな時に使込んだ金属ケースからクラシックなオペラグラス・・・ちょっと粋ではないか。


  [image: オペラグラス3]


  まるで、あつらえたようにコンパクトに納まっている。

  エッジの部分で黒の塗装がすり切れているが、根来漆のようで美しい。


  ちょい古小物


  控えめな買い物


  [image: 控えめな買い物]


  毎月第３土曜、日曜に福山市内・文学館隣りの広場で催される骨董市に行った。

  秋の晴天にめぐまれ、のんびり和やかな雰囲気。今日は女房と二人きりだ。

  お互い狙い目が違うので到着するや即、自由行動。2時間後に待ち合わせ。

  今日は控えめな買い物を・・・と心に言い聞かせていた。


  写真手前左から「セルロイドのケース」「トンボ色鉛筆のケース」「理容バサミ」「日時計」写真奥「白い磁器の小瓶」


  ★日時計


  [image: 日時計1]


  [image: 日時計2]


  　骨董市の会場に入って最初の店に、くすんだ木の蓋物がガラスケースに置かれていた。ちょっと気になったので、店主に言って出してもらった。開けてビックリとはこのこと・・・

  これは、ずっと欲しかったもの。

  スローライフの原点のような時計。まず地球の北極と南極の地場を利用して時計の向きを決める。太陽という星と地球という星の位置関係の動かぬ証拠としての「影」をこの小さな円盤が捉え、目盛り上に「時」として示してくれる。小賢しい仕組みはどこにも無い。あるのは宇宙の原理だけ。Rollexが何するものぞ！　クオーツが何だ・・・雨の日は寝て暮らせ、他のほ乳類はみなそうしている。

  屁理屈が暴走してまいりました・・・

  　私はこれを小さくして腕時計にしたい。金属の蓋が付いていて、パチンと開けて磁石で方位をさぐり、「ああ、もう3時をまわってるんだ。」なんて・・・

  考えただけで「ウフフ・・・」だ。影をつくる金属板の先が折れているように見えるが、倒した時、円に納めるためにカットしてある。実際に使ってみるとなんら問題はない。日時計は方位を北に合わせるだけでなく、水平も保たねばならない。


  ★セルロイドのケース


  [image: セルロイドのケース1]


  変わった形のケース。ワニのように口が開きます。

  一体なにをいれるのか？


  [image: セルロイドのケース2]


  　蓋の部分に文字がみえる。DAIGAKU EYE LOTION とある。これは目薬、「大学目薬」団塊の世代以上の人なら知っている目薬メーカーのものだ。

  　目薬の瓶にわざわざセルロイドケースをつける・・こんなのは見たことがなかった。


  


  [image: セルロイドのケース3]


  　Netで他のブログを覗いていたら、「海での拾い物」を集めている方のブログに、この「大学目薬」の古い瓶が3つばかり並んでいて、その中の一つが先細りの褐色の瓶でサイズ的にもピッタシ・・・お陰で「これが入っていたんだ！」と判りました。


  


  [image: セルロイドのケース4]


  　そして、このようにケースに納まりました。めでたしめでたしの一件落着です。今の物はプラスティックですが、この時代はガラス瓶ということでこんな丁寧なケースを考えたのでしょう。


  


  [image: セルロイドのケース5]


  　これらは、骨董市「倉敷懐かしマーケット」でみつけ迷わずGet。レンズの洗浄液を入れて携帯するのに使っています。レンズはカメラの目ですので目薬瓶から洗浄液・・・バッチリでしょう？


  


  ちょい古小物


  トンボ色鉛筆のヴィンテージケース？


  [image: ヴィンテージケース1]


  　厚さ6mmしかない、随分と薄いケースだ。中にはなにも入っていなかったが蓋の裏に赤・茶・黄・緑・藍・紫の6色が示されている。私はハタッと膝を打った。これにピッタリな色鉛筆がある。

  　さて、６本入るだろうか？長さは切れば良いので問題ないが・・・


  　実はこれ百均で買ったのです。鉛筆の直径が僅か5.4mm。この紙筒に18色も入っている。そっけない紙筒がイイ。それでもヘッドは透明プラで中が見える配慮が・・・

  　百均のお陰でヴィンテージ色鉛筆が蘇りました。


  [image: ヴィンテージケース2]


  ちょい古小物


  白い磁器の小瓶


  [image: 白い磁器の小瓶]


  　白い磁器の瓶、以前に購入した同じ素材のもっと小さな小瓶があったので並べてみた。なかなか良い釣り合いだ・・・今回のものにはコルクの栓をした。よく見ると「資生堂」のマークが瓶の裾に入っている。一体何が入れられていたのか？資生堂だから化粧品には違いないと思うが・・・ガラス瓶より磁器の方が安上がりだったのでしょう。中身が判らないのが難点だ。


  


  [image: 資生堂のマーク]


  　この資生堂マークを見るまで化粧品が入っていたとは想像がつかなかった。

  　白磁の風合いで良い味が出ている。実物より写真の方がはっきり確認出来る。


  


  ちょい古小物


  今も現役ちょい古文房具


  [image: 今も現役ちょい古文房具]


  　一番奥のインチ目盛りの「竹製スケール」と「五つ玉そろばん」「手前の4色シャーペン」以外は全て現役でそれぞれに活躍しています。自宅の倉から出て来たのも、我楽多市で買ったもの、ジーンズショップのディスプレイに使われていたものを無理を言って売ってもらったもの、など入手の経緯は様々。


  ★スタンプパットと木製スタンプ


  [image: スタンプパットと木製スタンプ]


  スタンプパットは中身が劣化してアウトだったので、今は古銭入れに使っている。木製アームのスタンプはゴム印でいずれも「親展」の印。


  


  [image: シャチハタマーク]


  この製品は一瞬「欧米か？」と思いましたが・・今も健在な、あの「シャチハタ」なのだ！

  　マークを見ると、なるほど旗の真ん中にお城の屋根に飾るシャチホコが書かれている。それで「シャチハタ」だったんだ。


  ★ちょい古Pen


  [image: ちょい古Pen]


  a.「木製ケース入りボールペン」ジーンズショップに飾ってあったものを売ってもらった。

  b.「シャープペンシル」我楽多市でGetしたが丁度合うペン芯が無い、1サイズ太いものをサンドペーパーで削って細くして使っている。（些か世話がやけるが3本も作れば当分使える。）

  c.「度量衡換算早見表付きボールペン」ボールペンの機能は既にアウトだが、この早見表はすぐれもの、写真は（升とℓ）の関係を示している。後部を持って回転すると、他に（尺とメートル）（匁とグラム）などの関係が小窓に出て来る。

  d.「昭和30年代の高級4色シャープペンシル」我が家の倉から出て来た。


  ★穴開けパンチ


  [image: 穴開けパンチ]


  これは、赤穂市の大石神社骨董市で購入。ご覧のようにイギリス製です。この渋いグリーンに惹かれた。


  ★革ケースに入った道具たち（記念品）


  [image: 記念品]


  　武田薬品と米国レダリー社によるアクロマイシン開発の記念品のようだ。ナイフで封の角を裂きペーパーナイフを差し込むのか、ナイフは単に鉛筆削りなのか・・・私はナイフは閉じっぱなしでペーパーナイフ機能だけ使っている。


  


  [image: 折りたたみスケール]


  　変わった折りたたみ方の木製スケールですが、継ぎ目で段差が出来ないようにとの工夫から、このようなシステムになったようだ。（48cmまで計れる。）


  　「大日本山林会」当時は林業も元気があった。今は外材に押され間伐をする金も無いと言う。本当にもったいなく、また情けないことだ。

  　記念品と言っても、もらった人が「何だか良いものを頂いた。」と大事にしたくなるようなものなら有り難いのだが、最近はもらう前から「イラナイ！」と言いたくなるようなものばかり。

  これら二つは、本革ケースに入った手の込んだ品物。古き良き時代のお裾分けを頂いた気持ちです。消費でなく、愛用出来るものが好きだ。骨董市でGet。


  ちょい古小物


  いつしか溜まったバッジ＆ピンズ


  ★マイルームに取り付けた10cm巾の棚に整列


  [image: 白い棚]


  　左の5個はホーロー引き、右の5個は缶バジだ。気楽な値段のため、いつしか溜まってしまった。と言うほどの数ではないのですが・・・帽子やカメラマンベストの胸に付けて楽しむ。


  [image: ピンズ]


  　バッジの一番の楽しみは買う時。それがどんなに安くても、沢山ある中からなるべく1つだけ選ぶようにしている。バッジにお金を払うのではなく、その選び抜くプロセスの楽しさにお金を払っているのだと思う。


  


  　これはラジオで聞いた話だが、人（動物）はどんな時に一番興奮するか？あるいは夢中になるか？答えは「獲物を追う時」だそうだ。

  　だから、ギャンブルに嵌まり、ネットオークションに嵌まり、もっと言えば恋愛も追いかけている時こそ、最高の昂り。

  　たかだかバッジを選ぶのに、たいそうな話を持ち出してしまったが、プロセスを味あわずして何の人生。店に行きさえすれば売っているブランド品を買ってみたって、何の楽しみも無い。はっきりしてるのはバカ高いだけ。

  　出会わなかったかも知れない物との出会い、出会ってからのセレクト、この貴重なプロセスが美味しいのだ。これを省略することは、カワハギの肝を捨てるようなもの（唐突かつ、変な例え・・・それに、もうちょっと高級な魚は思いつかんのか！）。


  [image: ピンズ1]


  　京都は東寺の骨董市だったと思う。ロシア人のカップルが売っていた。片言の日本語で、2つある年号のこと、C/Kの意味など教えてくれたのに今どうしても思い出せない残念なことだ。忘却は、生きて行く上で有り難い仕組みでもあるが、こんな時は本当に歯がゆい。バッジの形状と色合いが気に入った。


  


  [image: ピンズ2]


  　たぶん赤穂大石神社の骨董市。たばこのピースのマークを横にした感じだ。

  「香港平和・ピース旅行サービス」とある。サイズは1円玉くらいしかない。ツアーの客が胸につけるのだろうか。


  


  [image: ピンズ3]


  　説明はいらない、アメリカ海軍のピンズだ。10円玉くらいの大きさ、結構緻密なデザインで色使いがシック。

  　このピンズについては、この本のココに詳しく述べています。


  


  [image: ピンズ4]


  　ネット・オークションで買ったピンズ。MLBメジャーリーググッズがつくっているヒューストン・アストローズの帽子のピンズ。帽子を正面から捉えたデザイン、すっきりとマリンブルーの単色。琺瑯引きの場合、稜線が必要だが、帽子のラインをうまく使って本当にシャレている。

  これを帽子に付けたのでは変かも知れないナ・・・


  


  [image: ピンズ5]


  　写真が少し暗くなってしまい文字が読みにくいが、「CITES　CINES」と書かれている。全くの憶測だが、アカデミー賞のような映画の祭典ででも使われたのだろうか？


  


  ★革ポーチにLeicaピンズを付ける


  [image: ピンズ6]


  　革のポーチにLeicaのイニシャルのピンズを付けた。ポーチはリサイクルショップで入手したフランス製で革は上質。値は安いが安物ではない。思いきって穴を開けた。


  


  [image: ピンズ7]


  　Leicaピンズは大阪のクラシックカメラフェアーで買ったものだ。Leicaの製品の輸入元として東京のシュミット社を認定するという印のピンズのようだ。この赤のLeicaマークは、MシリーズのLeicaカメラの何種類かに付けられている。賛否両論あって、Leica社もつけたり、はずしたり迷っているようだ。


  


  ちょい古小物


  小さなブリキの缶


  ★我楽多市でつい買ってしまう小さな缶


  [image: 白い棚]


  　我楽多骨董市に行って、何もさしたる買い物がない時にこんなのに出会うとつい手が出てしまう。サイフへのダメージも小さいし、かさ張らないし、気楽な買い物です。本気で集めようと言う気持ちはないのだが・・・


  　錆びとか塗装の剥がれはあまり気にしない。錆びついて蓋が開かないものもある。色合いやレタリング、フォルムが気に入れば良い。

  　レコード針、画鋲入れ、薬入れやメンタムケース、変わり種はカメラ部品の外付けセルフタイマーのケース（アルミの小さな四角いもの）なんてのもある。


  [image: レコード針]


  　レコード針のケース。大小揃っているところが気に入っている。全く違う時に違う骨董市でGet。無彩色で彫り込み文字のプレス成形、ライオンと文字の配置が良い、とてもシックだと思う。針は少し錆びているがまだましな方だ。


  


  [image: 小さな缶1]


  　この缶は、ロゴの金の縁取りや繊細な文字が美しい。中にメンタムが詰まっていた。蓋の隙間から滲んでベタついていたので全部捨ててきれいに洗った。


  


  [image: 小さな缶2]


  　レリーフ文字の缶で「健胃消化錠」とある。地に色を刺したり、文字を出っ張らせたり、額縁にしたり、胃薬ごときに随分凝ったデザインにしたものだ。

  　中身は万年筆の改造などで余ったペン先と軸を入れてある。14Kと記されたものもあるので何となく捨て難たく、浸けペン用にと保管している。


  


  [image: 小さな缶3]


  マークとブランド名が面白い。手で竹とんぼを回している様子をマーク＆ブランド名で表現している。しかも、商品はなぜか画鋲・・・創始者はどんな方だったんだろう？


  


  [image: 小さな缶4]


  　画鋲がまた素晴らしいのだ。押さえる面積が広く足は短い。裏面の淵の角が取ってあるので、思い切り押し込んでも画鋲と壁面に隙間が出来て外し易い。真鍮の削り出しで、針は後付けでなく胴体と一体成形？昔のメーカーの良心的な素晴らしい仕事がなされている。


  


  ちょい古小物


  透明なるもの


  ★透明な容器はモノに形を与える道具


  [image: 透明な瓶1]


  iichikoの瓶は捨て難い。

  存在を主張しないのに、何かを入れると素敵に惹きたつ・・・

  友人に貰った南国の木の実、瓶も赤い実も喜んでいるかのようだ。


  


  [image: 透明な瓶2]


  ★ガラスの雲


  [image: ガラスの雲1]


  　ガラスで出来た雲。水を内包している。

  　海の水が蒸発して雲になるように、ガラスの中の水は蒸発して容器の上面に水滴となってたまる。水滴はどんどん大きくなってまた水に戻る。

  容器を振ると全部クリアーになり、海と空に分かれるのだ。「海と空を内包したガラスの雲」小さいが大きなオブジェだ。


  


  [image: ガラスの雲2]


  　随分以前に「小さなオブジェ展」という企画が銀座の松屋デパートクラフトギャラリー（今はもうない）で開かれ私も出品した。その時の吉本由美子さんという女性作家の作品だ。

  　吉本さんは理化学の実験用ガラス器具を造る技術者だったが、独立され、その技術を工芸に活かし数々の楽しいセンスのある作品を発表されている。


  


  ★ガラスの中の天使の輪


  [image: ガラスの中の天使の輪]


  　手作りのガラスには気泡が入り易い。しかし気泡を思うように入れるのは大変難しい。

  これは何だ！

  黒田義孝さんの古い作品。天使の輪の三段重ね、聞けば「玉取りをしたガラスに３本線の溝を入れ、さらに上からガラスを重ねて造る。」とのこと。

  　ドロドロに溶融した状態のガラスでの作業ゆえ、なかなか思うようには輪にはなってくれない。


  


  [image: グラスとボトル]


  黒田さんのボトル＆グラス。

  写真の写りでグラスが大きく見えるがもっと小さい。グラスは2本持っている。

  安物のウィスキーでも、これに移してグラスに注ぐと美味しく感じるのだ。


  


  ★スウェーデン製のストレートグラス


  [image: ストレートグラス]


  　透明と二本あったのだが、残念なことに透明の方は割ってしまった。随分以前、信楽のタイル会社でデザイナーをしていた頃に京都は寺町通りで買った。


  「anbiente」という名前の店だった。第一次北欧ブームのまっただ中で、ヤコブセンの照明の灯る店内には、ロイヤルコペンハーゲン、イッタラ、ヌータイヤルビ、アラビア、ダンスクなどがスポットライトに照らされ並んでいた。


  　この作品、いや商品は、量産品でありながらガラスが高温で溶融する素材であるという痕跡を残しているのが気に入った。融けてまだ柔らかいガラスの固まりに、棒状の足をグリリと突き刺した、その形そのままが固まって出来上がった台座。


  


  ★骨董市で買ったシャーレー


  [image: ストレートグラス]


  中身は「虎マメ」

  シャーレーなんて買おうと思って買うことは絶対にない。

  出会い頭の衝動買い、骨董市の楽しみだ。買ってからがまた楽しい。どう使うのか？

  デスクで切手を入れるとシャレている。（洒落？）


  


  ちょい古小物


  ベークライトの小物


  ★ベークライトの墨壷


  [image: ベークライトの墨壷1]


  　街の我楽多屋でみつけた墨壷。全長が20cmと小さいなサイズ。黒檀で出来ていると思って買って帰ったが、磨いているうちにベークライトと判明。それはそれで面白いのだが、巻き取り車に褐色を配して、いかにも黒檀の木取りでそうなったようにしてあるところなど手が混んでいる。しかし思えばこの時代、むしろベークライト製の方がグレードが高かったかも知れない？


  


  [image: ベークライトの墨壷2]


  巻き取りクランクには将棋の駒が刻まれており、裏には「壷久　作」と銘が入っているが、ベークライトは流し込み成形なので彫り込みでなく、レリーフの浮かし文字になっている。それで黒檀ではないことが判った。

  　大きいと存在感があり過ぎるが、このサイズなら私のベークライト小物の仲間入りが出来そうだ。


  墨壷については思い出がある


  子供の頃、私は大工さんになりたいと思っており、学校の帰りに道草をしては大工仕事の現場があれば覗き見していた。大工道具やそれを扱う大工さんの姿がカッコよくて憧れたものだ。道具の中で謎だったのがこの墨壷。


  　使い古しの靴を踏みつぶしたような形、奇妙な墨の固まり、墨壷の先に刺さっているピンを引くとスルスルと黒く染まった糸が出て来る。ピンを目的の位置に刺し（ポイントが遠い場合は相方が刺す）そこからがカッコイイ！目一杯に強く張られた糸をつまんで持ち上げ放すと、バシン！と一瞬にして長い直線が印される。

  　親方は次なるポイントをアゴで指示しながら次々と線をしるして行く、その後もカッコイイのだ。緩んだ糸をカラカラと墨壷に巻き取ってゆく。「やって見た〜い！」


  　あれは一体なんだ。普通の家庭にはカンナやノコはあっても墨壷はまず無い。

  何故あんな変てこな形なんだ？他の道具はみなシンプルな形なのに・・・

  　それに、時には先が平たくて、ささくれ立った竹べらをその墨壷に突っ込んで、ペンのようにそれで材木に印を付けたりもする。


  子供の頃・・・大工さん志望

  その後知恵もついて（どうも建物は建築家が考えるらしい）・・・建築家になろう

  建築もいいけど製品のデザインを考えるのも面白そう・・・工業デザイナー

  美大に入り（手作りとデザインの両方を学び）・・・クラフトマンに

  独立陶房を持って・・・焼きもの創りへ


  と、墨壷への興味は大きく形を変えて行った。


  [image: 骨董]


  ★オークションでGetしたベークライトのラジオ


  [image: ベークライトのラジオ]


  　1950年代のアメリカ製（RCA・ビクター社）のラジオでFMも入り今も十分使えます。この時代、ラジオは花形電気製品で実にさまざまなデザインのものが作られましたが、その中にあって大変シックで、かつ、どこか可愛らしいデザインなので、迷わずGetしました。


  ★コニレット


  [image: コニレット]

  50年以上前の小西六社（コニカの前身）のカメラ


  　このカメラに使うフィルムは既に生産が終了して久しいが、最近大阪駅の地下街にあるクラシックカメラショップで、ちょっとした改造をほどこした上で、市販のフィルムを自分で巻き取れば使えるパトローネ（フィルムケース）を売っていたので改造を頼みパトローネを入手した。改造と言ってもパトローネが入るようにほんの少しベークライトボデーの内側を削るだけなので、僅かな金額で済んだ。かくして、コニレットは今に生き返ったのだ。不思議なことに、こういうラッキーが何故か向こうからやって来るかのように私の前に現れる。


  　コニレットはいくつかタイプがあるようだが、本品はベークライトと金属との対比が美しく、レンズをコンパクトに収納した時のカメラ全体の手触りが大変良い。（前ページの写真にある立方体のカメラはコダック社のベークライトカメラ）


  ★Zeiss Ikon 社のレンズフィルターケース


  
    [image: 小銭入れ1]


    [image: 小銭入れ2]

  


  　ドイツのカメラ＆レンズメーカーのカールツアイス社のレンズフィルターケース。艶のあるベークライトが美しい。外周に小さな突起があり、それに指を掛けて開ける。大阪のデパートで催されたクラシックカメラフェアーで 売られており、見た瞬間「アッ、これ、小銭入れにしょう。」と思った。


  　問題は小銭がベークライトに当たりガチャガチャうるさいことだ。底と蓋裏にフェルトを張り、受け皿の周囲にゴム製の細い板をめぐらせたら、音はしなくなった。今や毎日持ち歩いている。


  　控え目な Zeiss Ikon のレリーフ文字が美しい。社名をこっそり潜ますこのデザインセンスが素敵だ。レリーフなので滑り止めになるし開ける時の表裏の確認にもなる。小銭の入る量に不満はあるものの自慢の一品だ。


  ★墨壷のゆくえ


  [image: 墨壷のゆくえ]


  　墨壷として使うチャンスは無さそうなので、ご覧のようにデスクでゼムクリップ入れとして使っている。普通ではあり得ないミスマッチがデスクを和ませてくれる。（髄分小振りな墨壷でしょう？）


  


  ちょい古小物


  小道具パッケージ


  ★納まりの良い話


  [image: 携帯文具セット1]


  　1984年、プラスが発売した携帯用文具セットだが、その収納スタイルは大変インパクトがあった。他にも2色ほどカラーバリエーションがあったと思うが、この地味な色合いに惹かれた。

  　このセットが世に出始めた頃から、一部のインテリアショップなどで文房具を「ステーショナリー」と横文字で呼ぶようになり、以後全国的に定着した。


  


  [image: 携帯文具セット2]


  　文具の七つ道具が小さな窪みに行儀よく収まり、妙に納得させられ購買欲をそそられた。

  　鞄に入れて持ち歩いていたが使った覚えはまるでない。それでも私にはとっておきのツールなのだ。

  　定規の目盛りで判るように10cm程のサイズ、定規をめくると下は3部屋に分かれており、ゼムクリップや判子などを任意で収納するようになっている。小さなホッチキス＆メジャーが泣かせるではないか・・・


  ★同時代のシステム手帳


  [image: システム手帳]


  日焼けでいささか変色してしまったが、同時代のシステム手帳。

  　外側はABS樹脂、三本ラインはペンの収納の出っ張りだが、これが滑り止め＆フイット感を演出している。ブラックとグレーの2種類あった。


  ★ナイフの収納


  [image: ナイフの収納]


  　文具の七つ道具が小さな窪みに行儀よく収まり、妙に納得させられ購買欲をそそられた。

  　鞄に入れて持ち歩いていたが使った覚えはまるでない。それでも私にはとっておきのツールなのだ。

  　定規の目盛りで判るように10cm程のサイズ、定規をめくると下は3部屋に分かれており、ゼムクリップや判子などを任意で収納するようになっている。小さなホッチキス＆メジャーが泣かせるではないか・・・


  ★Tool Case


  [image: ナイフの収納]


  　これら二つの缶は、元はモロゾフとかユーハイムの洋菓子の空き缶だったのだろう。

  　この中にモミ殻を入れてそれを燻した人が居て、その空き缶だけを頂いた。男っぽい黒のモノトーンが気に入った。


  　手元に置いておきたい小物を整理するのに使っている。こうすればインテリアディスプレイとしても面白いし、必要な時に探さなくて済む。

  　子供のころに太陽光を集めて火遊びをした度の強い虫眼鏡。骨董市で買ったベークライトのピストル、その他を紹介しよう。


  ★米軍払い下げのコンパス


  [image: コンパス]


  　今は店を閉じてしまったが、沖縄駐留米軍の払い下げ品を販売しているショップがあり、そこでGetした。

  　オリエンテーリングもやらない私としては使うチャンスはまずないのだが、このメカニカルな機能美に惹かれた。ジープに踏まれても潰れないとか・・・もちろんそんな場面がある訳も無い。


  [image: 解説書]


  　このコンパスは、単に方位を知るだけでなく、遠方の物の高さや目的物までの距離を出したり、その他色々使い道があるようだ。店の主人が見せてくれたイラスト入りの参考書を借りて、店の近くのコンビニに走りコピーをとらせてもらったものだ。説明は5ページにもおよぶ。


  ★折りたたみ眼鏡


  [image: 折りたたみ眼鏡]


  娘たちが誕生日にプレゼントしてくれた折りたたみ眼鏡。

  蟹が身体をたたむ様に眼鏡をたたむ、誰がこんなこと思いついたのか・・・


  ★ライト付きキーホルダー


  [image: ライト付きキーホルダー]


  　ライト付きキーホルダーはよく見かけるが、ミニカーのヘッドランプが点灯するのが面白い。写真では判らないがご丁寧にテールランプまで点灯する凝りよう。


  


  ちょい古小物


  セルロイドの魅力


  ★セルロイドの万年筆


  [image: セルロイドの万年筆]


  　董市で買ったもの。自宅の倉から出て来たもの。頂いたもの。いずれも全て使えるように再生してあります。中にはボールペンに改造したものもある。


  


  ★セルロイドのケースたち


  [image: セルロイドのケースたち]


  　セルロイド、この人工素材には妙に惹かれる。アサリ貝の模様のように一見皆同じようでも、それぞれに違う。色彩も色々あるが、「偽ベッコウ系」」が好み。中央のブルーのものは友人に頂いたものだが、こう見るとそれなりに馴染んでいる。

  　セルロイドは大変燃え易いことから、子供が使用するオモチャや下敷きには現在は使用が禁じられているとか・・・


  手持ちのケースの役目


  [image: ケースの使用例]


  
    	薬ケース


    	BRAUN髭剃り


    	裁縫セット


    	ギターピック


    	メガネケース


    	筆箱


    	カートリッジ


    	ゼムクリップ


    	判子入れ

  


  ただ集めるだけでなく、使って楽しむのが「ちょい古道具ライフ」流儀です。


  [image: UP写真]


  　「べっ甲」に見せかけた偽物を造るというより、べっ甲模様の魅力とこのセルロイドパターン製造の技法がたまたまドッキングして出来たのだと思う。

  　それぞれ、造られた時代、メーカー、目的が違いますが、「偽べっ甲」というコンセプトで繋げることで、所有する楽しさと魅力が湧いて来る。


  いずれもチープの見本のような品物ですが、私のお気に入りグッズです。


  


  ちょい古小物


  何となく手元に集まったブリキのおもちゃ


  ★ロボット君


  [image: ロボット君]


  　赤穂大石神社骨董市でGet。電池ではなくゼンマイなのが気に入った。ネジを巻いて頭のアンテナを引き上げると「ジーコン、ジーコン・・・」とにぎやかな音と共に摺り足で動き出す。


  [image: ロボットの顔]


  　歩きだすと目と口の中で火花が飛び散る。アンテナを押し込むと歩行とその全てが止まる仕組みだが、気まぐれで止まったり止まらなかったり・・・それも含めて、大変愛らしいロボットだ。元箱も付いていた。（身長20cm）


  ★全員集合


  [image: 全員集合]


  　この手のものは、手を出すとキリがないのであまり本気で集めたりはしていない。子供たちが残していったものや、おまけ、後は時々骨董市での衝動買い。そんなところだ。


  ★練習機


  [image: 練習機]


  　東京でくらしている娘の残していった所持品の中にあったものだ。へちゃげて半分バラけていたので、つい遊び心で直している内にゼンマイを巻けば動くようになり、愛着が沸いた。赤ヘルの操縦者がチャームポイント。（全長8cm）


  ★飛行船


  [image: 飛行船]


  　沖縄米軍の払い下げ品などを売っていた店（今はもう無い）にポツンと置かれていた。飛行船というのが珍しい。色合いが日本的でないのが良い。（全長9cm）

  　飛行するのに、飛行せん！ これ如何にだが、こいつは本当に飛行せん。


  ★CINZANO＆SCHOOL BUS


  [image: ミニカー]


  　これこそ、どこにでもあるミニカー。色合いが美しい、CINZANOのロゴがしゃれている。黄色のSCHOOL BUSは何かのオマケだったか？


  ★針金細工の自転車とバイク


  [image: 針金細工の自転車とバイク]


  　コカ・コーラやスプライトなどの空き缶を利用して作られたチープなおもちゃだ。アジア、アフリカの低開発国で盛んに作られている。この自転車はタイヤにゴムが巻かれていて、マウンテンバイク風なデザインだったが、私はそのゴムをはずしてしまい、ちょっと軽快なロードレーサータイプに変えてしまった。（ドロよけが邪魔かも・・・）


  ★TOYOTA 2000 GT


  [image: TOYOTA 2000 GT]


  　全長わずか9cmのミニカー、これも骨董市だったと思う。大変精巧に出来ていて2000GTの特徴をうまく表現している。


  [image: 2000 GTの大きさ]


  　フィルムからサイズが判ると思うが、随分小さいのだ。指ではじくと勢い良く転がる。小さくても内部まで手を抜かず、ちゃんとハンドルがセットされている。本物らしい表現で革のシートも・・・作り手も多いに楽しんでいるのが伝わって来る。


  [image: TOYOTA 2000 GT]


  わずか9cmのミニカーにこれだけの臨場感！写真の魔術も手伝ってのことだが・・・


  ★ネパールの三輪タクシー


  [image: ネパールの三輪タクシー]


  [image: ネパールの三輪タクシー]


  　ネパールの町中を行く三輪タクシーのおもちゃ。ブリキではなく木製ですが、乗り物ついでにお披露目。

  　形と色、装飾が面白く、インテリアを楽しくしてくれる。なんと言っても「黒」がいい。客席の両扉は開くようになっており、中にはシートも作られてい入る。


  ★コカコーラ缶の野球帽


  [image: コカコーラ缶の野球帽]


  　コカコーラの空き缶を利用したキャップ（野球帽）です。全くのトンデモ品ですが、あまりにも見事でおかしいのでGet.

  　思いきりちゃらけたパーティーでもあったら冠って見ようと思うのだがまだチャンスは到来しない。誰が冠っても「わたし今日は休日で〜す。」という感じになる。

  　結局、コカコーラグッズが好きな教え子にあげてしまった。


  


  ちょい古小物


  Gマーク電卓


  ★見易い、使い易い、安い、そしてカッコイイ電卓み〜つけ！


  [image: 黒い電卓]


  　実は見つけたのは職場の同僚だが一目見て、あっ、欲しい！と思った。なんだか「15ゲーム」のよう。

  「何処で買った？」

  「だろう・・なんとコンビニよ。成形方法が実に合理的なんだ。これ・・・」

  と、専門家らしい視点で解説してくれた。


  　私はただちに教わったコンビニに走ったが無かった。

  でも店員にはあえて入荷を問いたださなかった。何故って、私は十分すぎるほど電卓は持っているから。


  [image: 各種電卓]


  　別件で文具の量販店に行くことがあった。やはり気になっていたのでそれとなく電卓のコーナーを覗いたが無かった。やっぱ、俺には縁がなかったな・・・そこで帰れば良かったのだが、こだわりの革製品やハリ・バートンのアタッシュケースなどを並べているコーナーへ足は勝手に吸い込まれていった。


  　まず、見つけたのがイタリアはPainy社の革の小銭入れ、馬蹄形でかつ半球体。これは以前にはこの店には無かったし、ネットでもなかなか入手が難しいものだ。私は過去に使っていたが無くした。今はべっ甲のタバコ入れを改造したものを使っていて、気に入っているので今回は小銭入れは無視。

  　ここで終わらないのが私・・・「あれ〜、みつけちゃった。15ゲーム電卓！」このコーナーは値段ではなく、材質やデザインでセレクトしている。電卓は1,890円だが他の商品になんら引けをとることなく胸を張っていた。そう、デザインは性能そのものなのです。


  [image: 黒い電卓とパッケージ]


  [image: Gマーク]


  　紙箱のデザインにも神経が行き届き、文字その他をグレーにしているのもとても好感が持てる。全く過剰包装をしないで、かつ中身が容易に想像できるデザインだ。


  　箱の裏をみれば「やっぱ、Gマーク取ってるじゃん！」コンビニもなかなかやるな〜もちろん、ソーラー仕様だが暗い場所等で光の不足を補うための電池もセットされている。


  


  ちょい古小物


  青いガラス


  ★何故か魅かれる青いガラス


  [image: 白い飾り棚]


  [image: インテリア]


  　女性客が多く出入りする雑貨屋でラフな造りの小さな白い飾り棚を買った。メルヘンティックな小物を入れれば雰囲気も出るのだろうが、私の場合はこんなキャストになってしまう。

  素材別、色別、機能別、味も素っ気も無い。標本か・・・？　まっ、これも有りでしょう。誰に迷惑かけるでなし・・・

  　特に、下段のブルーのガラスはついつい買ってしまう性癖グッズなのだ。（そんな私のフェチをご存知の方から頂いたものも並んでいます。）


  ★庭師鳥


  　こんな名前の鳥がいる。テレビで放映されたのだが、この鳥の求愛行動が思いっきり変っていて、枯れ草で巣とも通路ともつかない一対の「つい立て」を造り、その通路の先のオープン・スペースに、こだわりグッズを扇状に並べてそのインテリアのセンスを競うのだ。


  　同じ種類の鳥でありながら、集める物のこだわりが思い思いで、その中にブルーの物ばかりを集める鳥がいた。私としては何だか身につまされるのだが・・集めたものは、青い鳥の羽根であったり、木の実であったり、花であたり、果ては洗濯バサミやプラスティックのスプーンまで。一度並べてからもああでもない、こうでもない、と何度も位置を変えたり裏返したりとディスプレイを修正する。


  　やっと手に入れた貴重品の瑠璃色の羽根を留守中にライバルに盗まれたり、破壊に遭ったり、もう〝くんずほずれつ〟のバトルの末に待望のメス鳥が審査にやって来る。メスが通路に入ると、なんとオスはその青いディスプレイの真ん中でダンスを披露。メスは通路の中からそれを眺めるという仕掛けになっている。


  　解説によれば、その左右対称の「つい立て」のような枯れ草の通路は、メスの視界から余計なものをオミットする機能があるとのこと。集めた物も全部は見えないので、かえって広がりを感じる。オスのダンスも見えたり見えなかったり「ちょっとだけヨ・・」これがメスをそそるのだとか・・・スゴイ！何が？


  　オスとメスは通路の中で愛を確かめたら、メスだけが本宅（メスが造る）で卵を暖める。本宅はごく普通の機能優先型の巣だった。


  [image: ガラス玉]


  　直径7〜8cmのガラス玉、下半分にブルーとホワイトのガラス粒が沈めてあって、見る角度によると上半分の透明部分のレンズ効果で粒が球全体に広がり、アンドロメダ星雲（青雲？）のまっただ中に居るかのような感覚に陥る。じっと見ていると、目の焦点が合わなくなり、頭がくらくらするのだ。不思議な青いガラス玉。


  ★庭師鳥的わたし


  [image: 青いガラス全品]


  カイ・フランクのグラスもあるでョ〜（ちょっと鈍いブルーの蕎麦ちょこタイプ）


  ちょい古小物


  杓子三昧


  ★杓子大集合


  [image: 杓子大集合]


  　海外旅行のお土産に頂いたもの、カミサンが買ったもの、私の衝動買い、気がつけばこんなに沢山の杓子が・・・もちろん日々使っているものもあるしホームパーティーでの出番待ちもある。しかし、大方は使ってない。手の延長としてのプリミティブな道具のためか妙に親しみが沸いてつい買ってしまう。


  ★お気に入りのメキシコ杓子


  [image: メキシコ杓子]


  親しい友人のメキシコ旅行のおみやげ。


  　わたしたちの好みを知っている彼女は、旅行に出かけるとその土地特有の造形を持つものを「おみやげヨ・・・」と言って手渡してくれる有り難い友人だ。

  「ひょうたんと木の枝」できた杓子。柄の部分が人為的にカーブを作ったのではなく自然の枝から選び抜いているので、フォルムが優しく美しい。


  [image: つなぎ目]


  「枝」の取り付けは実に見事な仕事がなされている。街でよく見かけるエスニックショップで売っているものは道具としてではなく、土産用に作られたものなのでこんなに手の込んだ仕事はなされていない。


  ★お気に入りのメキシコ杓子


  [image: エスニック杓子]


  　柄の部分は骨に着色して削りだしたものだ。ほとんど機能性はないし使うこともない。

  色彩とパターンが美しいので衝動買い。大小別々の所で買った。


  ★ヤスマクラフトのナイフ＆スプーン


  [image: ヤスマクラフト]


  　「ヤスマクラフト」は大分県の日田にある。残念ながらご本人は数年前に他界されてしまったが、奥様が頑張って跡を継がれている。

  　ナイフやスプーンの他に魚のフォルムの装飾品などを手工芸で造っておられる。しかしながら、ギリギリの所まで機械で削りだす。その特殊機械そのものを自身の発案で設計制作するのだ。ヤスマ工房にはそこにしかない機械が多くある。道具そのものにアイデアが詰まっている。


  [image: バターナイフ]


  　もちろん作品にもアイデアが・・・バターナイフはそのままテーブルに置いてもしっかりと刃先が浮き上がるようデザインされているのだ。ナラ・黒檀・チーク・桜などの素材そのものが持つ色彩を生かしている。


  ちょい古カメラ


  Nikon F


  ★あこがれのNkon F


  [image: Nkon F]


  　Nikon F は学生時代からのあこがれのカメラだった。このカメラさえなければ、今の私のカメラ地獄（天国？）はなかった。世界中の写真のプロが愛用し、すべからくその期待に答えてきたカメラだ。後発機はスペースシャトルにも搭載され、冒険家・植村直己と共に世界の極地を制覇し彼と共にマッキンリーに眠る。

  　Nikon Fの頑ろうさを示すエピソードとして「従軍カメラマンを銃弾から守った。」という話を何かの本で読んだ。Nikon Fが防弾チョッキの役目を果たした訳だ。もちろん、カメラはアウトだろうが・・・


  　霊峰マッターホルンのようにそそり立つ、ペンタプリズム。世にへつらわず全てが角ばっていて、柔な人間を寄せ付けない威厳とその実重量。巻き上げクランクが、これまたギリギリと意地っ張りみたいに重い。シャッター音は 「ゴトッ・・！」

  　学生時代、どんなにアルバイトをしても買えなかった。高かった、まるで届かない。なにしろ、当時の大学出の初任給の3倍はした。今で言えば50万、60万の世界だ。


  　それから何十年も時が経過して、還暦近くになったある日・・・それは、突然の衝動だった「Nikon Fが欲しい。」「絶対買う！」この押さえがたい欲求・・・

  中古カメラ店に行った。

  私は目をうたぐった。「えっ、安い！」

  あの時とは逆に、今の大学出の初任給の1/3ではないか・・・

  そして、ついに手に入れた。コーヒーショップに立寄り、コーヒーの香りと共に至福の時を過ごす。そして、一度やってみたかったペンタプリズム外しをやった。

  プリズムを外すと二眼レフカメラのように上から覗いてピント合わせが出来る。


  [image: ファインダー外し]


  　後に、このウエストレベルファインダーを手に入れた。手に入れたのは、東京・有楽町駅前の「銀座キリスト教会ビル」の8階エレベータ前には教会のお祈り用の長椅子が置いてあった。

  こんなビルに・・・本当にカメラオタクの店があるのか？8階は、めくるめく世界だった。

  カメラ・時計・万年筆・・・ちょい悪オヤジの蘊蓄グッズがビッシリ！

  ライカM3ならM3が、ズラ〜と20台くらい、程度ランクで列んでいる。

  目に毒を越えて、圧倒された。


  　混雑していて、お目当てのウィンドーから客が移動するのを待たねばならない程だ。

  その間に、ベテランが初心者に色々講釈を述べているのを又聞きして、ドンドン耳年増になるわけだ。

  　カメラの付属品ばかりが列んだウィンドがあり、丹念に目を進めて行くと 「有ったったった！」「1個だけだ！」こうなると弱い、「神がくれたチャンス！」みたいな気持ち？イヤ脅迫観念に陥る。追い打ちをかけるような標語と言うか？ なんだろう？ あれは・・・・

  「買っての後悔より、買わなかった後悔・・・」みたいな張り紙があったように思う。売り手は本当に悪いのだ！

  いや、別な場所だったかも知れない。どこかのデパートの催事場の「大クラシックカメラ祭り」だったかも知れない。まっ、とにかくこうして買ってしまったのだ。


  ★Nkon Fブラック


  [image: Nkon Fブラック]


  　しかしながら、Nikon Fを購入する際に見なければ良いものを見てしまった。


  　値段は僅かに高いが、これまた思いっきりカッコイイ！どうにも頭から離れない。数ヶ月後、ついに触手を延ばす。将棋で言えば、これで「飛車」「角」そろったようなもの・・・


  [image: Nkon Fブラック]


  [image: 試写画像]


  Nikon F・ブラックにFOIGTLANDER SUPER WIDE-HELIAR 15mmを装着（レンズの後方が長いためミラーアップしないと着かない。そうなると、ファインダー機能が無くなるので、特製シューと外付けの15mmビューファイダーを取り付けた。）


  15mmの超広角レンズにより、足下の影から頭上の枝まで取り込まれ臨場感が出た。


  


  ちょい古カメラ


  Nikon SP・NikonFM2・Nikon FG


  ★Nkon SP


  Nikon SPは、人間で言えば、Nikon Fの親爺みたいなもの

  モノの考え方は違うが基本は同じ。

  ライカに追いつけ追い越せの時代、一瞬越えたかもしれない？と自負したカメラ。

  近年、ニコンはS3につづき、このSPも復刻・限定販売・・・

  お値段、なんと60万円！

  下の写真は、その原型の古カメラ・Nikon SPです。


  [image: Nkon SP]


  　そう、私はこれもGetしてしまったのです。

  　この、ビターチョコレートのような革のハードケースが気に入っています。店主の計らいでサービスで付けてもらったのですが、当初は禿げチョロの無惨な様相でした。自分流の方法で修復しました。


  先ほどモノの考え方が違うといいましたが、頭に三角プリズムがない。

  その代わり、窓がついている。

  そう、被写体を覗く時はこの窓を使う。

  実際の光線はレンズを通過し、シャッターを切ればフィルム面に達します。しかし構図を決めるのは上の窓を覗いて決めます。分業になっているのです。

  プリズムが無い分、全体が小振りに納まっている。

  しかし、レンズを換えると見えている画面と実像が一致しない。

  そこで、色々な工夫が付加されるのです。（後で述べます。）


  Nikon Fの方はレンズを通過した像を鏡とプリズムを使って直接覗けるようになっています。レンズを交換しても、そのままの像を確認しながらシャッターを切ることが出来ます。

  レンズが一つで反射光を覗くという意味から、一眼レフカメラと呼んでいます。


  [image: Nkon SP]


  　基本は同じと書きましたが、もう一度二つの写真を比べてみると、カメラの上部（カメラマニアはここを軍艦部という。）の部品配列サイズ共にSPもFも同じです。

  SPを左右にグイッと広げて、真ん中に三角プリズムを押し込んだのがNikon Fです。


  [image: Nkon F]


  　写真上のNikon SPのタイプをレンジファインダーカメラといいますが、これらは、レンズ交換した場合はファインダーの中にその画角の枠が出て来ます。その枠内がその時のレンズの撮影可能範囲です。（正確には、その画角に合った枠をカメラ上部のダイヤルを回して選びます。ライカはレンズをはめると自動的に出て来ます。）また、ファインダーとレンズには位置のズレがあります。遠方を撮影する場合はさほど問題は無いのですが、近距離では画面に入れたつもりが入ってないなど、問題が起きます。これを補正するパララックス補正機構などが考えられているのです。


  Nikon SPは大小二つのファインダー（覗き穴）を有し135mm,105mm,85mm,50mm,35mm,28mmのレンズをカバーします。

  ライカは当時まだ35mm,28mmのフレームは実現していなかった。その意味でライカを凌いだとも言われますが、カメラ扱いの快適性などではライカには及ばない部分が多かった。


  しかし、ニコンはこれにてレンジファインダーカメラからは撤退し、Nikon Fすなわち一眼レフカメラにその社運をかけ、プロの撮影機材として見事に世界を制覇しました。


  [image: テクノサポートの夕映え]


  　今から50年以上前のカメラ、Nikon SPで撮影したものです。レンズは Nikon S 35mmf1.8予想していた夕焼けの時刻に、この建物での会合を抜け出し撮影した。

  この建物に夕日が映えるシーンを撮影したいと予てより思っていたので、家を出る時からの計画的犯行です。しかも、武器はNikon SPを選んだ。

  それにしても、良くぞ太陽が味方をしてくれた・・・


  ★Nkon FM2


  [image: Nkon FM2]


  　高校時代から写真は好きで、一応写真部に所属していた。その頃はNIKOREX 35などという変わったカメラを使っていた。その後、アサヒPENTAX SVそしてNikomart FT、Nikon FGそれからNikon FM2という具合だった。


  Nikon Fが買えないので、FM2で我慢していたこともあるが、この Nikon FM2に出会った時、「これ以上の機能のカメラはいらないナ・・・」と悟った。

  Nikonのレンズが全て使えて、TTL露出計、AUT＆マニュアルの両方の撮影可能で、かつ、シャッタースピードは当時最速の1/4000でしたから何も言うことなしです。。


  　事実、わたしのカメラの乗り換えはこのFM2で終了していた。（冒頭の中古Nikon Fを買うまでの30年間は）このNikon FM2にマイクロレンズを付けて、随分楽しませてもらった。もちろん、今も使っているが、なにしろ今はカメラのハーレム状態なので出番は減った。。

  しかし、デジカメ以外でイザとなると、やはりFM2に手がのびる。。

  　FM2を手にする時、つい心の中で言い訳を言ってしまう。。

  「ご無沙汰！悪気は無いんだ・・・なにしろ色々増えちゃって」「今日も頼むぜ・・・やっぱ、お前が頼りだ。」


  [image: Nkon FM2で撮影]


  イスタンブールにてNikon FM2で撮影

  （左・アヤソフィア寺院）（右・トプカピ宮殿）


  ★Nkon FG


  [image: Nkon FG]


  　Nikon FGはニコンの大衆一眼レフカメラ。と言っても、ニコンのレンズが全て使えるのですから豪華なものです。サイズも先のFM2よりさらに小振り。

  　スペックとしては、驚くなかれプログラム撮影を可能にしている。プロカメラマンを常に視野に置いて一眼レフカメラを開発して来たニコンが押せば写る、バカポン一眼レフを・・・

  ただし、プログラム・AUTO・マニュアルどれでも好みのバージョンが選べる。

  さらに、プログラムでも絞りを+−3段階0.5刻みで変更出来る。この辺りになると、プロのサブカメラを意識した製品かとも思えるが・・・実際、どんな使われ方をしたカメラなのか？

  　私の気に入らないのは、シャッター音。「チャッキーン」というような軽々しい金属音がする。

  ただ、なんと言っても小さい。私は、これを手持ちのズームレンズに付けようと考えた。そう、レンズにカメラを付ける感覚です。SIGMAの24mm〜135mmなどと言う横着なレンズを持っていて、これがデカイ！せめて、カメラだけでも小さければ・・・の願いがかなった。


  [image: Nkon FG]


  　片手がふさがっていては具合が悪い場合は、大きめのウェストバッグを腰につける。

  グリップを上にしてカメラ・レンズごとゴソッと入れる。

  グリップがバッグから飛び出していてもかまわない。


  [image: Nkon FG]


  レンズが大きいと、ストラップで肩や首に掛けてもレンズの重みで何とも具合の悪い状態でぶら下がる。。

  いっそ、片手でしっかり持てる方が良いと考え、フラッシュの補助グリップを着装。。

  フラッシュ・シューは本体にあるのでグリップのシューは取り払った。。

  下の写真のように片手でホールドして持ち歩く。


  


  ちょい古カメラ


  とっても可愛いハーフサイズカメラ


  ★オリンパスPen EE2


  　ストラップは純正ではなく、中古カメラ市で見つけたもので、三脚穴を利用して取り付ける。グッタペルカ（カメラの張り革）との相性が良く、まるで純正のように似合ってる。しかしながら、使わない時にカメラが立たないので、今は片吊りタイプに改造して使っている。


  　レンズまわりのトンボの目のようなセレン露出計がチャームポイント。露出計の調子が悪く内部機構だけ取り替えたが、元がジャンク品なので、修理代を含めても10,000円以内でした。


  [image: オリンパスPen EE2]


  ★オリンパスPen EED


  [image: オリンパスPen EED]


  　下の入道雲の写真は、このちょい古カメラ「オリンパスPen EED」で撮影。フィルムはカラーリバーサルFUJIプロビア100。Pen EEDはPenシリーズの最終近くに発売されたカメラで、トンボの目玉のようなセレン露出計からCds露出計に変わっており、レンズもカメラサイズも少し大きめ。EEDのDはデラックスのDです。購入した時は黒の塗料が少し剥がれていたが修復した。


  [image: 入道雲]


  　レンズがスッキリと大きく、なかなかの美形カメラです。ハーフカメラは普通に構えると画面が縦画面なので縦位置の好きな人には向いています。36枚撮りフィルムだと80枚近く撮れるので、ついデジカメ感覚でパチパチ撮ってしまう。


  


  ちょい古カメラ


  オリンパスPenのキャップをカスタマイズ


  [image: オリンパスPen]


  本来のレンズキャップ。可愛いカメラに真っ黒キャップはかわいそう。


  [image: オリンパスPen]


  自分で塗装して、メタルタッチにしたレンズキャップ。

  銀色で塗装してから透明を重ねるとメタルの感じが出る。

  この方が似合うと思うんですが・・・

  前ページの底吊りストラップを片手吊りに改造しています。


  ちょい古カメラ


  Rollei Cordの反射ガラスを換える


  [image: Rollei Cord]


  知り合いよりRollei cord（ローライ・コード）を頂いた。

  有名なローライ・フレックスの原型で、70年も以前のカメラです。

  外観も然ることながら、ファインダーがさっぱり見えない。

  像を結んでいるのかいないのか・・・まるで、濁った海での水中写真を見るよう。


  [image: 分解]


  小さなネジを抜き取り、フードをはずし反射ミラーを取り出すと、反射材がボロボロに剥がれているではないか。


  [image: 分解]


  　手持ちの手鏡をばらして鏡を取り出し、ローライの反射板に合わせてカットし本体に納めた。この時使用した「ガラス切り」は我楽多市で買った十徳ナイフだ。古道具で古カメラを直す。ちょい古冥利に尽きるところ・・・


  [image: 分解]


  　新しい反射板が再生し、これでクリアーに見えるようになりました。

  さあ〜、今度は外観再生だ。


  [image: Rollei Cord]


  外観は禿げてても、時代を背負っている方が良いと言う人もいる。

  でも、それは状態次第だと思う。

  美しく古びているものはその通り！

  今回のような物件は美容整形が正解でしょう。

  頭じゃない！カメラボデーの話ですよ・・・

  ご覧の通りの美貌回復。


  [image: Rollei Cord]


  塗装はスプレーを使います。

  塗りたくない箇所を全てマスキング、これが面倒なのだ。細かい箇所は何度にも分けて行なう。金属部分は錆落としの後、金属磨きで磨く。細いスリッドや窪みがあるので歯ブラシなども使用する。

  レンズは僅かな拭きキズはあるものの以外ときれいだった。


  これで終わるのはコレクター

  ここから始まるのが「ちょい古道具マン」

  さあ〜使い方だ。

  おおよそ判るが、個体によって訳の判らないものが色々くっついてる。

  今回も直径5mmの窓や奇妙な形の金属ボタン。

  （フィルムは6×6版なので現在も普通に売っている。）


  ネットをそれとなく覗いていたら

  なんと、ローライ・コードの愛好家達が寄ってたかってウン蓄と賞賛を述べ合っているサイトを偶然発見。書き込みは延々と続くのだ。

  そうこうしている内に、新参者が・・・

  それが、全くの初心者！

  初々しい質問に、常連が寄ってたかって答えている。

  その記録の一部始終を読んでいたら、ローライ・コードの操作のほとんどが判りました。

  Netって・・・凄い！

  フィルムを入れて撮ったのが下の写真（ASA100)


  [image: 試写]


  銀塩アナログカメラの魅力はここに有ります。

  何十年も倉で眠っていた。単なる廃棄物としか見られないこの道具が・・・

  ちょっと手をかけ生き返らせると、こんな実力を秘めている。


  私は敢えて、白黒フィルムで撮りました。カメラに失礼だからです。

  安眠されてた昔の方を突然叩き起こして、いきなり豪華グルメはないでしょう？

  まずは、お茶から・・・

  お茶をすすり、色々話しを伺いながら

  「それじゃ〜カラーかスライドかやってみますか？」

  これが、ちょい古の道ですヨ。


  それにしても、このご老人みごとなお茶のお手前！

  と言っても、ドイツ人なのだ。

  正直、感激しました。


  後日、このカメラを譲ってくれた知り合いを尋ねた。

  大変驚き、良い人に渡ってよかったと言ってもらいました。そして、古いアルバムを開き、既に他界しているカメラの持ち主が、若き頃にこのカメラで撮影した写真を見せてくれた。


  ああ・・・この写真もこの写真も

  この時の光が全て、ここにあるカメラのレンズを通ったんだ。

  カメラは既に生き返っているんだから、まさに生き証人だ。

  久しぶりに見る当時の写真を前に、古カメラも何か言いたそうだった。


  ちょい古カメラ


  超カスタマイズカメラ・BESSA-T


  ★世界に一つのカスタマイズカメラ


  [image: BESSA-T]


  
    	ボデー：


    	BESSA-T（Voigtjander)


    	キャップ：


    	Leica


    	レンズ：


    	Nikon(ニコンピカイチのレンズ）


    	絞り機構：


    	Carl Zeiss


    	ファインダー：


    	Canon 35mm(パララックス補正式）ファインダー


    	ホルダー：


    	木製特注オリジナル


    	ストラップ：


    	自作オリジナル

  


  実に、5社と自家製オリジナルの混成チーム

  プロに改造を頼んだ部分もありますが、クラシックカメラはレンズのマウントを多くのメーカーが共有してたり、変換できるようなアダプターが開発されたり、ホットシュー（フラッシュをつけたりする金具）が共通なこともあり、国籍、年代を超えて様々な組み合わせが楽しめるのです。

  これは、非常に面白いことです。


  ★ボデー「BESSA-T」について


  　ドイツの老舗のカメラメーカーVoigtlander(（ホクトレンダー）社を日本の「コシナ」が買収してVoigtlanderブランドでユニークなカメラ造りをして、クラシックカメラファンを多いに楽しませてくれています。このBESSA-Tは構図を決めるファインダー（のぞき窓）が無いのです。二つの丸い窓は距離計です。（BESSA-Lに至っては距離計すらないノッペラボーです。）それでいて露出計は完備、純正レンズは最新技術を導入した非常に秀逸なもの。しかも買い易い価格・・・「コシナ」はクラシックカメラファンの痒い所を掻くだけでなく、一緒に肩を組んで楽しませてくれる。そんな企業です。企業の存在そのものが、もうメセナなんです・・・

  　このカメラにしても「あんたら、勝手なレンズを付けるのだから、ファインダーはご自分でどうぞ・・・」と言う声が聞こえてきそうです。もちろん自社製のファインダーも生産しています。これがまた、どんなクラシクカメラにもフィットするような絶妙なデザイン。このBESSA-Tのレンズのマウント（取り付けシステム）はライカM型と同じにしてあります。


  ★Nikonレンズについて


  [image: Nikonピカイチ]


  　左のカメラは友人に頂いたもので「ニコン・ピカイチ」という大衆カメラ。ユーザーはフィルムを入れてシャッターを押すだけ。フィルムの巻き上げ、巻き戻し、ピント、もフラッシュも全自動。当時、各社が競って同タイプのカメラを出したが、この「ピカイチ」はそれほど売れなかったとか・・・ただ天下のNikonは腐っても鯛。レンズ構成（4群5枚）、画（35mm）、明るさ（f2.8）解像力抜群で他を引き離していたが、これらのカメラのユーザーはあまり、そのようなことには興味がなかったようだ。


  　主に、クラシックカメラファンが購読する「写真工業」という、味も素っ気も無いタイトルの月刊誌があり、そこに、この「ニコン・ピカイチ」のレンズを取り出して、ドイツのカール・ツアイスのテッサー35mmF3.5にこのレンズを納め、レンズマウントをライカLマウントに改造したら、超々薄型のレンズが出来た。かさ張らないので重宝して使っているとの記事があり「ピカイチ」を持っている私としてはムズムズしてきて、ついに「写真工業」の編集局に電話して、この改造張本人へのアクセスを教えてもらった。勿論、プロのカメラ屋さんで、私の改造も引き受けてもらえた。（BESSA-TのマウントはライカMマウント、改造レンズはライカLマウントと異なっていますが、コシナはその中継ぎをする変換アダプターをちゃんと発売しているのだ。）


  [image: ピカイチのレンズ]


  　これが、「ニコン・ピカイチ」のレンズをはずして超薄型（パンケーキレンズと言います。）に改造したもの。送られてきた時は本当に衝撃的でした。「ピカイチ」の本体はバラバラになったし、部品があっても使い道はないので処分願った。何だか、こんなに小さくなって帰って来て、まるで遺骨が帰ってきたみたいでした。

  下の写真が改造ピカイチ・レンズ着装の勇姿です。


  [image: BESSA-T]


  カメラからのレンズの出っ張りがほとんどない。（写真にはありませんが、レンズフードもわずか5mm）


  ★Canonビューファインダーについて


  [image: ファインダー]


  　こうしたタイプのカメラは像を捉えるレンズとファインダーの位置にずれがあるため、近接の被写体にたいしては、レンズを前かがみに倒す必要がある。そうした機構(パララックス補正）をカメラのファインダーの中に有するものもあるが、外付けの場合は外で調節するしかない。

  　右下の小さなレバーを目盛り（距離が刻んである）に合わすと、ファインダーがお辞儀をしたり、反っくり返ったり微妙に動く。


  ★オリジナルホルダーについて


  [image: 2つのグリップ]


  　カメラのにぎりを確かなものにする付属品だが、向かって右が純正の部品。左は私が木工の工芸家にお願いして作ってもらったものです。このプラスティックの純正部品を持って行き、なんとか木で出来ないかと無心を言いました。

  　最初は乗り気でなかった工芸家も、話してる内にだんだんその気になってくれて、彼の提案で二種類の木を使うことになりました。「黒檀」とパイプなどに使うその名も「タイガーウッド」です。本当にわがままで贅沢なものだと思います。今やツルピカに輝きこれを手にするたびに、幸せな気持ちで満たされます。


  [image: 黒檀のグリップ]


  裏側です。黒檀の美しい木目がこんな裏地に・・

  ほんと・・・バチ当たる.


  ★ストラップについて


  [image: 2つのグリップ]


  　オリジナル・ストラップについては、上の写真のように沢山のストラップを作ってきました。手のひらに巻き付けてカメラを構える時には紐が一番扱い易いからです。それに、クラシックスタイルに良く似合うと思うのです。


  


  ちょい古カメラ


  KODAKバンダム・スペシャル


  ★世界一美しいカメラ


  「美しい」は個人の主観なので不満の方もおられると思いますが、とにかくそう呼ばれているカメラです。

  つい昨日入手しました。

  勿論このカメラの存在は知っていましたが、まさか所有するとは思っていませんでした。

  梅田大丸でクラシックカメラフェアーが開かれ、冷やかしに行きましたところ、これに出会ってしまいました。（飛んで火に入る夏の虫・・・いや、カメラ虫。）

  写真では判りませんが、塗装の下にサビが来て美しいエナメル質が部分的に浮き上がっていたためか、破格のお値段の上にハードケースがついている。ハッキリ言って、私はケースフェチ？なところがあるのです。


  [image: カメラケース]


  丁寧に使い込まれ良い味が出ています。傷みもほとんどありません。

  上からみると両端がすぼんだスリムな形。手にゴツゴツしない障り心地の良いフォルムです。


  [image: ボディケースとカメラ]


  驚きました？

  このフォルム、このデザイン、このツヤ。

  アメリカのデザインが何かと流線型を帯びてきた時代、1936年製です。

  こうしたデザインの火付け役は後に述べますが、あのレーモンド・ロウィーです。


  [image: カメラ蓋付き]


  これがカメラか・・・？

  カメラに興味のない人でも目が行ってしまうのではないだろうか？

  さて、開けるとどうなるのか・・・


  [image: カメラオープン]


  レンズもきれいで シャッターもその音を耳で聞く限りは良好でした。

  このカメラは距離計はついていますが、もちろん露出計はありません。

  一番問題なのは、フィルムの生産が終了していることです。しかしこのバンダム・スペシャル用のフィルムを現在のフィルムを改造して提供している会社がある。と売り場の担当者から聞き、是非Net検索で調べて注文しようと思っています。


  ★このカメラのデザイナー


  さて、このデザインですが

  ほとんどのカメラの文献や雑誌等では、あの「口紅から機関車まで・・」をキャッチフレーズに大活躍した「レイモンド・ロウィー」と言うことになっています。

  彼は、たばこ「ピース」や「アサヒビールの缶ビール」のデザインも担当したので日本でも有名です。いずれも、それまでの日本では考えられない高額のデザイン料が支払われ、それ以後日本でもデザインという仕事の価値が高まって行った。

  　先般は、テレビでもクラシックカメラ紹介の番組の中でレイモンド・ロウィーデザインとしてバンダム・スペシャルが出ていました。このカメラを買った時も、売り場の人はレイモンド・ロウィーのデザインと言いました。

  　ところが、「クラシックカメラ　倶楽部」の著者・高島鎮雄氏がコダック社に手紙で問い合わせたら、なんとウォルター・ダーウィン・ティーグとのことです。ティーグは自動車や飛行機などのデザインも手がけるデザイナーとか。

  　とにかくティーグさんには気の毒だけど、誤認がまかり通ってしまっているようです。ただこうした流線型のデザインの礎をロウィーが作ったとも言えるのかも・・・


  ★余談「手を振る少女」


  「大陸横断鉄道」で思い出した。団塊の世代の方なら覚えていると思うが、小学校の教科書にこの鉄道が出て来た。確かに挿絵が流線型のカッコイイ機関車だった。話は確か以下の内容。


  　人家のない荒涼たる風景をよぎる大陸横断鉄道の運転手は退屈極まりない。そんな中、鉄道線路の近くにポツンと一軒家が建っていた。そして通過のたびに可愛い少女がちぎれんばかりに手を振ってくれる。そのうち運転手も少女に出会って応えるのが楽しみになって来た。

  　ところが、ある日少女の姿がない！次の日も・・その次の日も。運転手は意を決して駅でもない原野に列車を止めた。そして少女の家に・・・高熱にうなされる少女が伏していた。病院は遥か彼方、足は馬しかない。両親に申し出て運転手は少女をかかえて運転席に・・・大きな街の病院へ、そうして少女は無事回復したという話だった。その時の機関車が正にレイモンド・ロウィーのあの流線型の機関車だった。


  　ところで、幼い頃から少し覚めたところのあつた私は、何でこれが教科書にのるのかな？なんて考えて結果「ヤッパ、可愛い女の子はとくだな〜」もし俺だったら「坊主、飽きちゃったな？」で終わりだろう。


  ちょい古カメラ


  一大決心をしてRICOH FF-1のオペ決行


  [image: 他ブログの記事]


  私のRICOH FF-1はファインダーが曇っていて気分が悪い。別件でインターネットを弄っていると中古のFF-1は概ね程度の差こそあれ、ファインダーが不明瞭だと出ていて、さらに興味深いことに分解手順が写真入りで紹介されていた。


  　カメラを分解してファインダー室を開き、ガラスを磨くのだ。しかし、読み進むとこれを決行するには相当勇気がいることが判った。


  　ネジを外すだけではダメなのだ。なんとプリント配線基盤をめくる。それには４本の線のハンダを溶かして外さねばならない。外すだけならだれでも出来る。当然のことながら元通りに復元しなくてはならない。


  　プリント配線の溝をハンダが埋めてしまったらショートしてしまう。内2本はそとから線をあてがってハンダ作業ができそうだが、後の2本は小さな穴をくぐっている。外すときにハンダはその穴を埋めるだろう。外した線にもハンダはこびりついているだろう。それも溶かしながら、穴を埋めたハンダも溶かして、さらに出来れば2本をうまく持って同時に通過させないと、本当に狭い小さいところだから旨く納まらないと思う。


  　しかも、ファインダー室の蓋は薄いプラスティックが接着されていて、説明にも外すのは難儀をするとハッキリ書いてある。


  ★オークションで練習用ジャンク品をもう一台購入


  [image: 2台のFF-1]


  　オペを決行するかしないか半年くらい悩んだ。何度も頭の中でシュミレートして見るがハンダで失敗しそうだ。兎に角一度やってみるしか無い。もう一台購入しよう。

  　オークションで購入したその一台も私の「もしや？」の淡い期待を打ちのめし、ファインダーはしっかりと曇っていた。「何でやネン！まっ、しゃ〜ない！みんなこうやから。」

  　先に持っていた方は、巻き上げノブがひっかかったり、レンズシャッターが気分屋さんで時々閉じたままの時があったりしたので、こちらでまず分解の行程を練習することにした。コンパクトであることが自慢のカメラなのに、こうなるとこの小ささがウラメシイ・・・


  [image: 分解]


  　作業から推定して、こんな道具でこと足りる。加えてピンセットが必要だ。


  ★さあやるぞ〜


  [image: 分解]


  　もう、後には引けない。ベテラン医の気分で淡々と進めよう。「いつもの手術だ気を抜かず、気負わず。」と暗示にかけるもハンダを持つ手が震える。


  [image: 分解]


  　手前2つのハンダ（バッテリーチャージランプ配線）と画面上部ぎりぎりにある2本のハンダ（スローシャッター警告ランプ配線）を外し、写真には1本しか写ってないがプラスネジを2本外せば、プリント基盤はめくれる。

  　画面上部ぎりぎりの2本が小さな穴をくぐっているのだ。いずれにしても、外すだけなら簡単な作業だ


  [image: 分解]


  　うっひょ〜外れたぜ・・・真ん中の黒いところが「癌」じゃなくて・・ファインダー室のプラスティックの蓋だ。蓋は説明通りけっこう手こずったが、なんとか剥がせた。


  [image: 分解]


  　これがファインダー室だ。ガラスが3枚ある。結構汚れてるではないか。これはオペの練習用カメラだから拭く事もないか？とも思ったが拭き取りも要領があるかも知れないのでやってみた。


  ★本番の悪戦苦闘


  　練習で取りあえず体験したので、本番は余裕を持って行なえたが、肝心の所でしくじった。ファインダー室のプラスティックの蓋が思いっきり頑固で、とうとう真っ二つに破壊してしまった。

  　しかし、先ほどのうまく外せた方の蓋があったので、ならば、とバリバリと盛大に剥がした。本番のガラス面も大変汚れていて、綿棒に滲ませたレンズ洗浄液で何度も拭き取った。

  しばらく水分の揮発を待って、瞬間接着剤で蓋を張り付け清掃は完了。（後にカメラ雑誌で読んだのだが、瞬間接着剤はガスを発生するのでガラスのクモリの原因になるから、こうした箇所には使わないほうが良いとのことです。もう使っちゃったゼ！）

  　さあ〜ここからですよ難しいのは・・・

  手前のハンダは比較的簡単に元に戻せたが、上部の角の二本は、手前を付けた為に穴は裏から覗けない。それに穴もハンダで埋まっている。

  　見えない、触れない。シマッタ！ やっぱり素人の入り込むところではなかったのだ・・・

  かと言って、ここで止めれるか！こうなるのは、頭の中で十分シュミレーション済みではないか。

  　そう・・2本の線を穴と同じ間隔にしてピンセットで持って、見えない穴の裏に確実にあてがって、熱したハンダ小手で埋まった穴を溶かす。一度に二つの穴を溶かす。交互に往復させて二カ所同時にハンダを溶かすのだ。そのタイミングで2本の線を持ったピンセットを下から突き上げる。貫通するや息を吹きかければハンダは固まり、万事OK!


  ★やりました完璧


  自分で声に出して「奇跡、奇跡」と二回叫んだのを覚えている。

  全てを元に戻して、RICOH FF-1を覗いた。クリアーなファインダー・・・最高！

  緑色のチャージランプとスローシャッター警告の赤色ランプも点灯、元気な心拍グラフを確認して安堵する医師のように、手術成功の実感がこみあげた。

  やってしまったナァー　俺・・・世の中やれば出来るんだ！

  その時、階下から夕食を知らせる声が・・

  興奮冷めやらず、ついカミサンにこの感動を伝えたが 「あっそ〜、いいからダイコンおろしをおろしてヨ」でちょん。

  そりゃ〜そーだ。誰に頼まれたでもない、背負わなくても良い自己満足のための課題をクリアーしたからって、それがどうしたってもんだ。そう、趣味とはこう言う世界・・・でも、今夜の酒が旨いことだけは確かだ。そ・れ・で・いいのだ〜

  「良い子の皆さんは、絶対に真似をしないで下さいネ！」まぐれですから・・・


  あとがき


  あとがき


  　私のようなデジタル音痴が電子書籍を執筆・・・廻りの人たちはそれこそ「うッそ〜」と絶句しました。

  　このたびはBlogを書籍化する訳ですが、そのBlog自体が「何んでまたお前がBlogを・・」みたいな目でいぶかしがられていたにも関わらず、そのBlog記事が東京の出版社の目に留まり「趣味の文具箱」なる雑誌のページを飾ったりもしたという前科？快挙？もあります。

  　デジタル音痴の私は、パソコンとは未だ不仲なままで、深夜にパソコンに向かって口汚く罵ったり、はたまた懇願したりを繰り返す日々であります。それでもBlogは今や年間30,000件のアクセス・・・我ながらこれは奇跡です。相手の年齢も性別も所在地も確かでないにも関わらず、冗談の言い合える気の置けない素敵な友人が増えて、数年前には及びも付かなかった世界を楽しませてもらっています。

  　ことの始まりはやはりカメラで、ネットで調べものをする内に人様のBlogに入り、我田引水を許し合う世界を知りました。


  　さて、人間は何故モノが好きなのか、これが高じて「買い物依存症」などと言った現代精神病が取りざたされていますが、私はこの事に不思議はないと思うのです。

  　人間は毛もない、牙もない、鼻は利かない、足は遅いetcとないない尽くめの出来損ない状態でこの世に生まれて来た。ですから他の動物の毛皮を着る、武器（道具）を作る使う、車で走る・・・といった具合に道具無しには成り立たない動物なのです。人はモノをGetすると脳内にドーパミンがパーと出て快感神経が刺激されハッピーになり、そしてまた買う。歯止めは痛い目に遭うという学習で勝ち取った理性だけです。

  　そこで、私の部屋にはそれらが雲隠れしないように、可能な限り広げてあり、それを見れば余程のことが無い限り「ああ、俺はこれ以上買ってはいけないナ」という意識が持てるようにしてあるのだが、いとも簡単にその「余程のこと」が起きる。あるいは理由が湧いて来る。

  　あるデパートのクラシックカメラフェアーに「悔やまれるは、買っての後悔より買わなかった後悔」こんな危険な標語？が張ってあり、これが私のトラウマとなり迷った時に襲いかかって来る。イケナイ標語ですネ・・ほんと。誰もがつい受け入れた、あの「核の平和利用」に匹敵する危険なキャッチコピーです。

  　ただ、私のモノたちは新たに作られたもの、あるいは注文して作らせるモノというのはほとんど有りません。「ちょい古」すなわち過去モノ、既にCO2排出済みのモノなのです。と言った具合に買い物免罪の理由は簡単にみつかります。


  　Blogでも本書籍の文中でも、私はガラクタの漢字表記を「我楽多」と書いていますが、正しくは「我楽田」です。どのみち当て字ですから私は「田」を「多」としました。その方がピンとくるのです。突然田んぼの田を出されても・・・と、勝手に日本語を乱してます。


  　さてその我楽多ですが、何が面白い？今や失われた技術がそこに二束三文で転がっている。さらに素材が吟味されており、かつ使い込みの美学まで・・・その一言、いや三言です。それも博物館行きではない日常のものですから、明日からでも使える。

  　それらは多くの場合埃にままみれ、艶も失っている。私にはどのように手を掛ければ本来のあるいはそれ以上の美しさが引き出せるかがぱっと見て判るようになりました。勿論、失敗もある。だから旨く再生出来たときの喜びは大きい。普通のショップではあり得ない買い方。普通は買った時が一番美しく、だんだん悪くなる。その逆ですから・・・どうしようもないものから、価値を引き出すのです。それには素材に偽りがあっては成り立たない。

  　とは言え、チープ＆キッチュも面白い。作り手が最初から軸足をずらしてるのですから、こちらもそれに応じれば、なんとも愉快で気楽な道具となってくれます。


  　ある人に、「お前のところには金目のものは一つもない。」と言われ、考えてみれば確かで反論の余地はなかった。

  　何故だろう？お金がないから？それもあるけど、「お金を出せば買える」というのはそれだけで簡単に物ごとが終わってしまう。Getするまでの努力や迷いや出会いやラッキーやトホホ・・の失敗や、そんなことが面白くて、私はその事の為にお金を払っているのだと思う。特に我楽多は入手してからが面白い。死んだも同然のモノに新たに命を吹き込むのですから・・・時には元より元気になって「それ、素敵ね〜」なんて、嬉しいじゃありませんか？苦言を呈した人とは買い物の楽しみ方が違うと思う。


  　わたしのBlog「ちょい古道具ライフ」は、そんな貧乏人の遠吠えのようなウンチクを好き勝手に並べているだけのBlogです。そのような物に光を当てていただき、電子書籍化（Blogの一部ですが・・）を実現させて下さった（株）内外プロセスの祝園さん及び関係者の方々、そして後ろ盾を下さっている佐野さん、湯浅さんには末筆ながら心よりお礼を申し上げます。


  Blog「ちょい古道具ライフ」

  大河内信雄（nobrin-7）


  著者略歴


  大河内信雄　経歴


  1945　兵庫県西宮生まれ

  1969　武蔵野美術大学造形学部工芸工業デザイン学科卒

  　　　武蔵野美術大学造形学部工芸工業デザイン学科副手

  1970　滋賀タイル入社

  1973　岡山にて「蜩陶房」開設

  1994　岡山県立大学デザイン学部教授に就任

  2011　岡山県立大学退官・同大学名誉教授


  【著書】

  1985　野焼きでつくるやきもの（大月書店）


  【受賞】

  1970　陶磁器デザンコンペティション（名古屋）銀賞

  1971　陶磁器デザンコンペティション（名古屋）金賞

  1985　日本クラフト展（東京）優秀賞

  1986　第一回国際陶芸展美濃（岐阜県）審査員特別賞


  【個展】

  1985　アクシス・サボアヴィーブル（東京）

  1988　日本郷土玩具館ギャラリー（倉敷）

  1993　ギャラリー宙空間（岡山）

  1996　パルスギャラリー（東京）

  2001　ギャラリーK（倉敷）

  2006　パルスギャラリー（東京）


  【陶房展】

  1981~1986　「蜩陶房展」5回開催

  1984~2004　「IMAGINATION CRAFT 展」6回開催


  【招待出品】

  1983　国際工芸デザイン交流展（金沢）

  1984　日本デザイン展モスクワー伝統と現代（モスクワ）

  1986　クレイワーク’86展（京都マロニエ画廊）

  1987　日本クラフトフェアー倉敷・企画出品（倉敷）・選抜岐阜展（岐阜）

  1992　日本工芸展（熊本）・米の器展（全国丸善巡回）

  1998　バードハウス展（直島・ベネッセ美術館）

  1999　International Ceramics Public Art Exhibition（台北）


  【陶壁制作】

  1987　岡山駅地下連絡通路陶壁

  1992　（株）アビング・ロビー陶壁

  1993　岡山県消防学校ロビー陶壁

  1994　岡山県立大学講堂ロビー陶壁

  　　　笠岡市立今井小学校ロビー陶壁

  　　　ファクトリーサンマルク玄関外壁陶壁

  1995　岡山国際交流センターロビー陶壁

  1998　笠岡市立金浦小学校外壁陶壁

  2003　笠岡市立新山小学校外ロビー陶壁

  2007　笠岡市立大島小学校外ロビー陶壁


  【審査員】

  1986　‘86日本クラフト展

  1989　‘89インターナショナルギフトショークラフト展（審査委員長）


  
    奥付
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